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The Plan of Japan Line for 
The China Merchant's Steam Navigation Co. 
Akira Matsuura 
The China Merchant's Stearn Navigation Co. (C.M.S.N.Co.), a steamship company in 
China established in November, 1872 based on the proposal of Li Hong Zhang at the 
end of the Qing Dynasty, later developed to become one of the leading steamship 
companies of East Asia along with Japan's Nippon Yusen K.K. which was established 
in September, 1885 
In Japan, Mitsubishi Comapany, which was the predecessor of Nippon Yusen 
K.K., opened a regular line from Yokohama to Shanghai via Kobe, Shimonoseki, and 
Nagasaki, as Japan's first overseas line in January, 1875. This line continued to 
operate even after Mitsubishi Company became Nippon Yusen K.K. and developed 
into one of the important overseas lines. 
On the other hand, C.M.S.N.Co. attempted to establish a Japan line by utilizing 
different steamships such as the Aden in 1873, the Tahyew in 1877, the Hwaiyuen 
in 1882, and the Hae-ting and the Chi-yenh in 1886. However, al of these operations 
were intermittent, not at al regular operations. 
In particular, the reason why C.M.S.N.Co. began se匹 iceof two steamships, the 
Hae-ting and the Chi-yen, to Japan bound for Nagasaki, Kobe, and Yokohama in 
1886 is deemed to be its attempt to open a regular Japan line from Shanghai. 
However, their plan met strong resistance from the Japanese side. In particular, 
Japan required that Japanese passengers who wanted to travel within Japan on a 
C.M.S.N.Co.'s steamship, namely to travel, for instance, from Nagasaki to Kobe or 
?from Yokohama to Kobe, strictly observe rule No. 30 of the Proclamation of Grand 
Minister of State, "Overseas Ship Boarding Rules" enforced as of March 18, 1876. 
Because of this, these ships did not achieve the expected operation conditions and 
C.M.S.N.Co. ・abandoned its plan to open a regular line between Shanghai and Japan. 
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2 清国輪船招商局汽船の初期日本航行
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4 小結
1 緒言
19世紀末期における東アジア諸国の中で巨大な汽船会社を保有していたのは中国と日本と
であった。『東京横濱毎日新聞』第4530号、明治19年 (1886) 1月13日付の「清訟招商局及び
日本郵船會社」において、
亜西亜東方諸駁の中、航海を業とする二大會社あり。一ば清國招商局にして、ーは日本の
郵船會杜なり＼
と論評するように、清朝中国の輪船招商局と日本の日本郵船会社であった。同紙はさらに、
此二大會社は執れも政府又は政府部内の人々が直接間接に関係する者なり。就中日本郵船
會社の如きは近時東洋に有名なる會社にして、其資本金は一千ー百万圃、此内政府の株に
属す者二百六十万側あれとも、自餘は蕉三菱及箇共同會社普通株主の所有に属する者にし
て政府は此廣大なる株金に対し年八朱の利益を保護するなり。招商局は清國に有名なる李
鴻章を始め其他の人々の支出したる資金より成立つ者なり凡
とあるように、輪船招商局は清国政府、日本郵船会社は日本政府のそれぞれ支援、後援を受け
巨大な海運会社としてその後も成長したのである。
1)『復刻版横浜毎日新聞』第45巻、不二出版、 1992年7月、 39頁。
2)『復刻版横浜侮日新聞』第45巻、 39頁。
清国輪船招商局汽船の日本航行
?
輪船招商局は1872年（同治十一、明治5)に上海新北門外永安街において創設され3)、他方
日本郵船会社は日本政府の支援を得て郵船汽船三菱会社と共同運輸会社を合併して1885年（明
治18、光緒十一）に東京で成立したのである4)。このうち輪船招商局の概要を簡略的に記した
初期のものとして、東亜同文會調査編纂部による1911年の『第一回中国年鑑』の水運に掲載
された招商局の次の記事が参考になろう。
招商局ハ清園汽船業中ノ白眉ニシテ航海業者ノ喘矢タリ。本局ハ故李鴻章ノ務起創業二係
ルモノシテ、賓二同冶十三年十一月ナリ。光緒二年浙江省等ノ官金ヲ以テ、嘗時盛大ナリ
シ旗昌洋行ヲ買収シ、翌三年漕運ヲ引受ケテ漸ク盛大トナリシモ、光緒十年清佛戦争中ハ
名義上一時招商局ヲ五百二十五萬雨ニテ旗昌洋行二賣却シ、十一年秋又回収シ、光緒十八
年(-八九0年）ニハ印度支那航業（恰和洋行代理）中園航業（太古洋行代理）ノニ社ト
協議シテ長江南清二於テ運賃協同計算ヲ為シ、社業愈々隆運二趨ヘリ、之二伴ヒ資本金モ
創設営時ハ百萬雨ナリシヲ光緒八年七月ー百萬雨ヲ増加シテ資本ヲニ百萬雨トシ、光緒
二十四年正月積立金及時価保険積立金中ヨリ合計二百萬雨ヲ資本金勘定二振替へ資本金ヲ
四百萬雨卜為セリ叫
と記しているように、李鴻章の発案で同治十一年（明治5、1872) に創設された輪船招商局
はアメリカ企業の旗昌洋行 (Russell& Co.) との間に買収、売却、買収を繰り返し事業を拡大
していった中国最大の航運業であった。
この輪船招商局と日本郵船会社の二大海運会社は、それぞれ自国の海運業に大きな影響を与
えている。両社は自国の水運、海運のみならず、海外への航路の拡張を企図した。逸早く海外
航路を開設したのは日本郵船会社の前身の一にあたる三菱会社で、 1875年 1月に横浜と上海
を結ぶ航路を開設した叫
他方、招商局は創設直後から中国大陸沿海航路として上海から広東省の油頭を結ぶ航路、さ
らに香港へと、そして上海から天津へとその拡大し、内河航路として長江の沿江航路は上海か
ら鎮江、九江などを経由して長江中流域の中心地である湖北省の漢口への航路を開設し7)、既
3) 「輪船招商公局規条」、『海防樅』甲、購買船蔽、台北・中央研究院近代史研究所、 1957年、 920~923頁。
『輪船招商局 盛宣懐樅案資料選輯之八』上海人民出版社、 2002年11月、 3~6 頁。『招商局史（近代部分）』
中国水運叢書、人民交通出版社、 1988年9月、 28頁。
4)『七十年史』日本郵船会社、 1957年7月、 1頁。
5) 『宣統三年中薗年鑑』東亜同文會調査編纂部、 1912年 6 月、同年 9 月再版、 440~441頁。
6)松浦章『近代日本中国台湾航路の研究』清文堂出版、 2005年6月、 33頁。
7)『招商局史（近代部分）』 58頁。
?設の英国系の恰和洋行、太古洋行の汽船航路と拮抗するようになるのである巳
輪船招商局はさらに日本への航路開設を企図していたことが知られる9)が、これまで殆どそ
の間題は看過されていた。そこで本稿は、輪船招商局の汽船による日本航行について述べてみ
たい。
2 消国輪船招廂局汽船の初期H本航行
清国輪船招商局の汽船が日本に来航した経緯を記したものとして、外務省外交史料館に所蔵
される「清国商船沿海貿易禁止一件」10)がある。この文書は、後述の明治19年 (1886)に日本
に来航した輪船招商局の汽船に関して明治19年 1月30日付から同年3月23日付の文書を収録
した冊子である。この中の「明冶十九年戸月二十三日起草 登遣 藤田四郎」とされる文書に、
長崎税関長であった白上直方に宛てた外務次官の青木周蔵の文書が収録され、それに明治19
年以前の輪船招商局の汽船の日本来航が明確に記されている。そこで、青木周蔵の文書を全文
掲げてみたい。
本月（三月）十五日付第二0三号ヲ以テ清園招商局汽船本月一月以来、長崎• 神戸•横濱
間二於テ沿海貿易営業致候義二付、御回答ノ趣了承。然ルニ明治六年九月伊敦号其港二入
進シ、同十年六月七月ノ両度大有号入港、及ビ同十五年懐遠号入港シ、其都度右回漕ヲ営
業シ已二多年差許シ来リタル慣行ナル旨、御申越有之候得共、右船舶ニシテ果シテ我屈沿
海ノ貿易二従事シタリトセハ、必ラス其筋々ノ報告之レアル可筈二候慮、営省二於テハ曾
テ其報告二接シタルコト無之。且我政府二於テハ決シテ之ヲ差許候義無之候。抑沿海貿易
トハ海上二因リー園内ノ諸港間二運漕ノ業ヲ営ムコトヲ指稲シ、其海外ヨリ搭載シ来リタ
ル貨物等ヲ國内ノ諸港二入進分揚シ、或ハ海外輸出ノ為メ右諸港二於テ悔積スルハ固ヨリ
此限二無之候。且又日清通商章程第二十二欺及第二十六欺二1慮リテモ、沿海貿易ハ彼二譲
輿シタルモノノ様御申越有之候得共、右ハ米麦等二限リ他港二積廻スコトヲ許可シ、之ヲ
8) Kwang-Ching Liu, Anglo-America Steamship Rivalry in China, 1862-1874, Havard University Press, 1962. 
松浦章『近代日本中国台湾航路の研究』 11~15頁、参照。
9) 『招商局史（近代部分）』第=章、第-て節、一江、海遠洋航線的開闘、（二）遠洋航線 (59頁）において、
1873年 8 月初に伊敦号が神戸• 長崎への航路を開いたのが中国の汽船会社の最初の外国航路であったと記
されるのみである。
10)外務省外交史料館所蔵「清国商船沿海貿易禁止一件」、番号3.2.2.2。明治19年1月30日付の日本郵船会
杜社長森岡呂純から取締局長鳩山和夫の文書から、同年3月23日付の外務次官青木周蔵から長崎税関長白
上直方宛て文書まで20件 1月1件、 2月8件、 3月11件）を収録。
清国輪船招商局汽船の日本航行
?
外國二輸出スルヲ禁シタルマデニテ決シテ、清駁二沿海運送ノ営槃ヲ許可シタル明文ニハ
無之候。即チ右ー港ヨリ他港二米麦其他ノ貨物ヲ積廻スノ権利卜沿海貿易トハ固ヨリ臀壊
ノ別有之候間、右御了解有之度候。尤モ本件ハ外務大臣ヨリ方今大蔵逓信両大臣卜協議中
二有之候二付、更二大蔵大臣ヨリ何分ノ沙汰有之マデハ従前ノ仕来二倣ヒ御取計有之可然
候。此段申進候也。
とある。本文書は、明治19年に日本に来航した輪船招商局の汽船についての日本の対処の経
緯を述べるが、その前段で、明治19年以前の輪船招商局の日本への来航についても触れてい
る。それによると明治19年前に輪船招商局の汽船は3度日本へ来航した。
最初が、「明治六年九月伊敦号其港二入進シ」とあるように、明治6年 (1873) 9月に輪船
招商局の伊敦号が日本へ来航したこと。 2度目は「同十年六月七月ノ両度大有号入港」とある
輪船招商局の大有号が明治10年 (1877) 6月、 7月と 2ヶ月間に来航したこと。 3度目は「同
十五年懐遠号入港シ」とあるように、明治15年 (1882)に輪船招商局の懐遠号が日本へ来航
したことを記している。
そこで先ず、明治19年の輪船招商局の汽船の日本来航を述べる前に、この 3度の輪船招商
局汽船の来航について検討してみたい。
1)明治6年（同治十二、 1873) 7月輪船招商局伊敦号の日本来航
輪船招商局の伊敦号が日本へ航行したことについて、 1872年（同治十一、明治5)に上海
で刊行された新聞『申報』第384号、 1873年7月29日、同治十二年閏六月初六日付の「招商局
情形」によると、
聞招商輪船局、現已賃定恰盛洋行奮基之房屋、方在修理、約半月竣工、即可遷居突。査此
局近殊盛旺大、異初創之時、上海銀主、多欲附入股1分者、惟該局本銀、已足現用、計共銀
百萬之敷、分為ー百股也。至日後、復行添塀輪船、或再行招銀入股耳。蓋由漸推廣由漸練
習、賓創始至妥之道也。前日発船至長崎神戸、蓋擬在東洋上海常川往来者也。其船名伊敦
惟頗費煤較多用於他船、然長崎煤債甚廉、沿途随塀、雖費而亦可甚省突。此亦可見探遠
考、微細心塀事之小放也。或疑秋時既壷滉之役、則國家必侃用此局之船、以供載運繁、個
賓有此事、則春夏運米、秋冬載兵、生業宵莫盛於此焉11)0 
とある。輪船招商局は、創設後まもなく日本の長崎神戸に向けて伊敦号を就航させた理由の一
つは、同船は他の汽船に比べ燃費が悪く燃料の石炭を多く必要としたが、日本の長崎における
石炭費が極めて廉価であるため、日本航路は決して運航経費としては損失をもたらすものでは
11)『申報』第3冊、上海書店、 1981年1月、 97頁。
?無いことを伝えている。長崎で入手できる石炭とは幕末から長崎の高嶋で採掘されていた高嶋
炭12)であったことは明らかであろう。
さらに『申報』第389号、 1873年8月4日、同治癸酉十二年閏六月十二日付の「運煤説」に
おいても、
煤之有益於人也、其利博哉、大之可以舘錆銅鐵轄動機器行走輪船、小之亦可以製造飲食供
給日用禦抗冬寒、……現聞新説招商輪船局擬将伊敦輪船往来長崎、購煤来湿、使供諸船之
用、西人之深達於治國理財之學者、聞此ー事、未免労観而冷笑也。……13)
と、輪船招商局の伊敦号が長崎での廉価な石炭を購入して、上海市場で他の汽船の燃料に提供
することに価値ある事を指摘されている。
伊敦号の日本来航に関する記事が『横濱毎日新聞』第804号、明治6年8月6日付の「公開」
の欄によると、
神奈川縣
清國商船蒸氣伊敦琥商法為試内地開港場へ渡船可致候。在上海品川領事より船用旗章雛形
相添、外務省へ申越候趣、同省より掛合越候に付、為心得別紙旗章雛形差廻し候、尤右旗
章清園府の公琥に有之候哉。全同園商民一已の私琥に候哉。外務省へ問合置候間、追て回
報次第尚可相違候事。
明治六年八月三日
大蔵省事務総裁
参議大隈重信14)
とあるように、伊敦号の来日入港に際して、船舶旗を掲げる必要があり、その見本が上海領事
の品川より外務省に送附されてきた。しかし、その見本が清駁の公式旗か、民間の私的旗か不
明であった。しかし、この記事から輪船招商局の伊敦号の来日は日本政府に認識されていたこ
とがわかる。
伊敦号は輪船招商局が1872年にイギリスの会社から65,000£で購入した汽船であった15¥
そして『申報』第240号、 1873年2月11日、同治十二年正月十四日付の「輪船招商公局告白」に、
12)水沼知一「明治前期高嶋炭鉱における外資とその排除過程の特質」、『歴史学研究』 No.273、1963年2月、
2s~37頁。
杉山伸也「幕末• 明治初期における石炭輸出の動向と上海石炭市場」、『社会経済史学』第43巻第6号、
1978年 3 月、 19~41頁。
13) 『巾報』第3冊、 117頁。
14) 『復刻版横濱毎日新聞』第5巻、不二出版、 1992年10月、 330貞。
15)「輪船招商公局告白 紐啓者、本局所買英公司行輪船一琥、船名伊敦、計憤英洋六萬五千元」（『輪船招
商局 盛宣懐樅案資料選輯之八』 1染裏）とある。
清国輪船招商局汽船の日本航行
?
「啓者、本局伊敦輪船、前於壬申年十二月十八日、由油頭、装貨回申、計収水脚洋二千零十元
零七角七分。又搭客洋七十四元。翠已収清特此怖 癸酉正月十三日」16)とあるように、伊敦号
は、同治十一年十月十八日即ち1873年 1月16日に広東省の油頭から上海へ寄港して洋銀2010
元もの収入をあげた汽船であった。さらに『申報』第252号、 1873年2月25日、同治十二年正
月二十八日付の「招商公局告白 啓者、本局伊敦輪船、於上年十二月念一日、由上海往寧波、
装貨往香港、由香駿油、装貨回申」17) とあり、伊敦号は、同治十一年十二月二十一日、 1873年
1月19日に上海から寧波に行き、寧波から貨物を積んで香港に赴き、香港から油頭を経由し
て貨物を積載して上海に帰港している。
この伊敦号が上海と日本との間を具体的に何時、航行していたのかを、『申報』に掲載され
た輪船の上海港出入表18)から明らかにしたい。『申報』の毎号に掲載された輪船入港出港の記
録を整理すると次の表1になる。
1873年輪船招商局依敦号航行表表1
号数 刊行日．西暦 同旧暦 船名 船式 会社名 入出港 航行地 月日
358 1873.06.28 6.04 依敦 輪船 招商局 入港 天津 6.03 
358 1873.06.28 6.04 依敦 輪船 招商局 出港 天津 6.04 
368 1873.07.10 6. 16 依敦 輪船 招商局 入港 天津 6. 15 
371 1873.07.14 6.20 依敦 輪船 招商局 出港 長崎 6.20 
387 1873 08.01 閏6.09 依敦 輪船 招尚局 入港 長崎 閏6.08
388 1873.08.02 閏6.10 依敦 輪船 招商局 出港 長崎神戸 閏6.10
405 1873.08.22 閏6.30 依敦 輪船 招商局 入港 長崎 閏6.29
406 1873.08.23 7.01 依敦 輪船 招商局 出港 長崎神戸 7.01 
420 1873.09.09 7. 18 依敦 輪船 招商局 入港 長崎 7. 17 
422 1873. 09. 11 7.20 依敦 ｀輪船 招商局 出港 長崎神戸 7.20 
463 1873.10.29 9.09 依敦 輪船 招商局 出港 長崎神戸 9.09 
477 1873.11.14 9.25 依敦 輪船 招商局 入港 長崎 9.24 
479 1873 1. 17 9.28 依敦 輪船 招商局 出港 東洋 9.28 
498 1873.12.18 10.20 伊敦 輪船 招商局 出港 慶門香港 10.28 
しかし、表lからも明らかなように、『申報』では、伊敦は依敦と記されているが、依敦が
伊敦であることは明らかであろう。伊敦号は、本来上海・天津間の沿海航路に使われていた汽
16)『申報』第2冊、上海書店、 1983年1月、 119頁。
17)『申報』第2冊、 167頁。
18) 『申報』第 2 冊、 592頁、同第 3 冊36~556頁参照。
?船であった。伊敦号は1873年7月に初めて長崎に航行し、その 2度目の日本への航行では長
崎から神戸に向けて航行したことが知られ、『申報』による限り、上海から長崎• 神戸までの
航海は4度行われたことがわかる。
他方、依敦号、伊敦号は現在の普通語ではYidun標記になるが、 "TheNorth-China Herald 
And Supreme Court & Consular Gazette" 19) による "Aden"が、『申報』に見る依敦、伊敦号
の航行表 1-2の航行日とほぼ一致することから、依敦、伊敦号がAden号であったことは明
かである。そのAden号の上海を起点とする航行表は次の表 1-2のようになる。
1873年輪船招商局Aden(伊敦）号航行表表 1-2 
号数 刊行日西暦 船名 船長 船式 屯数 会社名 出入港 航行地 月日
323 1873 07. 12 Aden Peterson Str. 507 C. M. S. N. Co. 入港 Tientsin 07.09 
324 1873.07.19 Aden Peterson Str. 503 C. MS. N. Co. 出港 Nagasaki 07. 15 
326 1873.08.02 Aden Peterson Str. 507 C. M. S. N. Co. 入港 Japan 07.31 
327 1873.08.09 Aden Peterson Str. 503 C. M. S. N. Co. 出港 N'asaki & Hiogo 08.05 
329 1873.08.23 Aden Peterson Str. 507 C. M. S. N. Co. 入港 N'asaki & Hiogo 08.21 
330 1873.08.30 Aden Peterson Str. 503 C. M. S. N. Co. 出港 N'asaki & Hiogo 08.24 
332 1873.09.13 Aden Peterson Str. 503 C. M. S. N. Co. 入港 Nagasaki 09 08 
332 1873.09.13 Aden Peterson Str. 507 C. MS N.Co. 出港 N'asaki & Hiogo 09. 11 
339 1873.10.30 Aden Peterson Str. 507 C. M. S. N. Co. 入港 Nagasaki 10. 24 
340 1873 1. 06 Aden Peterson Str. 507 C. M. S. N. Co. 出港 N'asaki & Hiogo 10.30 
342 1873. 1. 20 Aden Peterson Str. 507 CM.SN Co. 入港 Nagasaki 1. 13 
346 1873.12.18 Aden Peterson Str. 507 C. M. SN. Co. 出港 Nagasaki 12. 10 
370 1874.06 06 Aden Peterson Str. 507 C. M. S. N. Co. 人港 Amoy 05 30 
371 1874.06.13 -Aden Peterson Str. 524 CM.SN. Co. 出港 Hankow, &c. 06.06 
372 1874.06.20 Aden Peterson Str. 524 C. M. S. N. Co. 入港 Hankow and Ports 06. 17 
373 1874 06.27 Aden Peterson Str. 507 C. M. S. N. Co. 出港 Hankow and Ports 06.21 
註 C. M. S. N. Co. : China Merchant's Stearn Navigation Co. 輪船招商局の略称。
輪船招商局では、この年には、伊敦号のみならず、満洲i号も日本へ航行させていたことが知
られる。満洲l号は、もとは旗昌洋行即ちアメリカのラッセル会社の汽船であったが、輪船招商
局に売却された汽船である。伊敦号とほぼ同時期に、ほぽ上海と長崎の間を航行していた。こ
とは『申報』から作成した表2から明らかであろう。 "TheNorth-China Herald And Supreme 
19)関西大学図書館所蔵マイクロフイルムTheNorth-China Herald 、 1873年 1~12月（番号： MF7846)に
よる。
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，?
Court & Consular Gazette" zoJによると "Manchu"とあり、満沙H号の英文名であることがわかる。
満洲l号は本来、アメリカの旗昌洋行、ラッセル会社の汽船であったが、輪船招商局に移管さ
れ、 1873年8月中旬から同年11月上旬までの約三ヶ月間にわたり、上海から長崎に向けて 7
航海したことがわかる。 11月中旬には再びラッセル会杜に移管されたが、今度はラッセル会
杜の汽船として長崎への航海を行っている21)。
1873年輪船招商局満洲号航行表表2
号数 刊行日西暦 同旧暦 船名 船式 会社名 出入港 航行地 月日
338 1873 06.05 5. 11 満洲1 輪船 旗昌 人港 天津 5. 10 
342 1873.06.10 5. 16 満i州 輪船 旗昌 出港 凱台天津 5. 16 
396 1873.08.12 閏620 満洲l 輪船 招商局 出港 長崎 閏6.20
408 1873.08.26 7.04 満i州 輪船 招商局 入港 長崎 7.03 
411 1873.08.29 7 07 満i州 輪船 招商局 出港 長崎 7.08 
420 1873.09.09 7. 18 満i州 輪船 招商局 入港 東洋 7. 17 
422 1873.09.11 7 20 満洲1 輪船 招商局 出港 長崎 7.20 
432 1873.09.23 8.02 満洲1 輪船 招商局 入港 東洋 8. 01 
433 1873.09.24 8.03 満洲1 輪船 招商局 出港 長崎 8.03 
444 1873.10.07 8. 16 満洲 輪船 招商局 入港 長崎 8. 15 
446 1873.10.09 8. 18 満洲［ 輪船 招商局 出港 長崎 8. 18 
454 1873.10.18 8.27 満洲1 輪船 招商局 入港 長崎 8.26 
455 1873.10.20 8 29 満洲l 輪船 招商局 出泄 長崎 8.29 
462 1873.10.28 9 08 満i州 輪船 招商局 入港 東洋 9.07 
464 1873.10.30 9 10 満洲l 輪船 招商局 出港 長崎 9.10 
472 1873.11.08 9. 19 満洲 輪船 招商局 入港 長崎 9. 18 
473 1873. 1. 10 9 21 満洲1 輪船 旗昌 出港 長崎 9.21 
480 1873.11.18 9.29 満i州 輪船 旗昌 入港 長崎 9.28 
2)明治10年（光緒三、 1877) 6、7月輪船招商局大有号の日本来航
明治10年の大有号の日本航行については、『横濱毎日新聞』第1972号、明治10年（光緒三、
1877) 6月25日付の「雑報」に、次の記事が掲載されていることからわかる。
一昨日午後三時に神戸より入港せし上海商人會社の汽船大有琥が明治丸に突き嘗りし時の
景況を聞くに、全く航海に不熟練なる船将の乗組しものと見へて今波戸場へ着かんとする
20)関西大学図書館所蔵マイクロフイルムTheNorth-China Herald、1873年l,.:_,12月（番号： MF7846)に
よる。
21) 『申報』第 2 冊、 512 、 528頁。同第 3 冊、 148~484頁参照。
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僅か三十間前までも十分の蒸気力にて走り束りたれば波戸場に集ひたる孵船術船等は騒ぎ
立ちて其船先を避けんとし、陸揚にてはアハヤ浅洲に乗上んかとて気を揉むうち漸やくに
して船をば止めたれども前後をも見計らはずして、直ぐさま跡の方へ乗戻さんとなしたる
にぞ、忽ち其傍らに碇泊したる明治丸に突き嘗りて、バラバラに外車を壊し端舟釣を餘ほ
ど黙柾げたり。されども船体には格別の損傷もなかりしは、責めてもの燒倖なりと云ふ。
惜この船は雷時我が國にて汽船の払底なりしと云ふを聞込みーばん三菱に賣附るものをと
遥々航海をしたりとの咄しなるが、元来四百八十噸積の外車船にて船体も少さき上に、最
はや損所も餘ほど有る古船の由なれば、辿も相談は追ツ付くま卜のこと、或る外國人が之
を聞きてアア此船を日本へ持つて来るには十年遅ければ日本人に好い船は買へないと云つ
たすだ一寸としても西洋人は直きコンな悪口を云ひたグります忌まわしい鑽だ22)。
とあり、「上海商人會杜の汽船大有琥」とあるのが輪船招商局の大有号であったことは確かで
ある。 6月23日横浜入港後、港内で日本船と接触事故を起こしたことで、この記事となった。
この記事から、大有号が480噸の外輪汽船であったことがわかる。この大有号が長崎に入港し
たことに関して、長崎の『長崎自由新聞J23)第35号、明治10年6月20日付の「同十六日常港の
出入」欄に、
支那國商船は本日午前八時入港
とある「支那匿商船」が大有号を示している可能性が高いと思われる。
それでは大有号の航行状況を、『申報』の輪船航行表24)から明らかにしてみたい。『申報』
による限り、大有号の運航状況に不整合なものが見られるが、記録の欠落も考えられることか
ら、原文に基づいて作成したのが表3である。
1877年輪船招商局大有号航行表表3
号数 年月日 中国暦 船名 船式 公司 出入港 航行地 月日
1497 1877.03.15 2. 01 大有 輪船 招商局 出港 寧波 2.01 
1498 1877.03.16 2.02 大有 輪船 招廂局 入港 寧波 2.01 
1499 1877.03.17 2.03 大有 輪船 招商局 出港 寧波 2.03 
1501 1877.03.20 2.06 大有 輪船 招商局 出港 寧波 2 06 
1504 1877.03.23 2.09 大有 輪船 招商局 入港 寧波 2.08 
22)『復刻版横濱毎日新聞』第19巻、不二出版、 1992年10月、 187頁。
23)『長崎自由新聞』は、長崎歴史文化博物館所蔵のマイクロフィルム（番号：Ml3 /lp/ 2063)によった。
24)『申報』第10冊、上海書店、 1983年4月、 232-540頁、同第1冊、上海書店、 1983年4月、 76-212頁
参照。
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号数 年月日 中国暦 船名 船式 公司 出入港 航行地 月日
1504 1877.03.23 2.09 大有 輪船 招商局 出港 寧波 2. 10 
1506 1877.03.26 2. 12 大有 輪船 招商局 人港 寧波 2. 10 
1507 1877.03.27 2. 13 大有 輪船 招商局 出港 寧波 2. 13 
1508 1877.03.28 2. 14 大有 輪船 招商局 入港 寧波 2. 13 
1509 1877.03.29 2. 15 大有 輪船 招商局 出港 寧波 2. 15 
1510 1877.03.13 2. 16 大有 輪船 招商局 入港 寧波 2. 15 
1511 1877.03.31 2. 17 大有 輪船 招商局 出港 寧波 2. 17 
1512 1877.4.02 2. 19 大有 輪船 招商局 入港 寧波 2 17 
1513 1877.4.03 2 20 大有 輪船 招商局 出港 寧波 2.20 
1514 1877.04.04 2.21 大有 輪船 招商局 出港 寧波 2.22 
1515 1877.04.05 2.22 大有 輪船 招商局 入港 寧波 2.22 
1516 1877.04.06 2.23 大有 輪船 招商局 出港 牛荘 2.24 
1517 1877.04.07 2.24 大有 輪船 招商局 出港 寧波 2.24 
1518 1877.04.09 2 26 大有 輪船 招商局 出港 寧波 2.27 
1519 1877.04.10 2.27 大有 輪船 招商局 入港 寧波 2.27 
1521 1877.04.12 2.29 大有 輪船 招商局 入港 寧波 2.28 
1521 1877.04.12 2.29 大有 輪船 招商局 出港 寧波 2.29 
1523 1877.04.14 3.01 大有 輪船 招商局 出港 寧波 3.01 
1525 1877.04.17 3.04 大有 輪船 招商局 出港 寧波 3.04 
1526 1877.04.18 3.05 大有 輪船 招商局 入港 寧波 3.04 
1526 1877.04.18 3.05 大有 輪船 招商局 出港 寧波 3.06 
1528 1877.04.20 3.07 大有 輪船 招商局 入港 寧波 3.06 
1574 1877.06.13 5.03 大有 輪船 招商局 出港 長崎神戸横濱 5.03 
1608 1877.07.23 6. 12 大有 輪船 招商局 入港 長崎 6. 12 
1609 1877.07.24 6. 14 大有 輪船 招商局 出港 畑台・天津 6. 14 
1620 1877.08.06 6.27 大有 輪船 招商局 入港 天津 6 26 
1621 1877.08 08 6.28 大有 輪船 招商局 出港 天津 6.28 
1631 1877.08.17 7.09 大有 輪船 招商局 入港 天津 7.09 
1641 1877.08.30 7.22 大有 輪船 招商局 出港 長江・宜昌 7.22 
『申報』を見る限り、大有号が上海から日本へ向けて出港したのは1877年6月13日、旧暦五
月初戸日のことで、長崎、神戸、横浜に寄港して、 7月23日、旧暦六月十二日に上海へ帰港
した。この一度の航海のみが知られる。この日本へ航海するまでの大有号は、主に上海と寧波
との間を往航し、長崎から帰港して以降は、北洋の天津や山東の姻台へ航行している。その後
は、長江航路や福建の福州へ就航していた汽船であった。
12 
さらに次に掲げる "TheNorth-China Daily News" 25>に掲載された船舶の上海港の出入表3-
2からも明かである。
1877年輪船招商局Tahyew(大有）号航行表表3-2
号数 出入年月日 船名 船長 船式 屯数 会社名 積荷 航行地 瓜悲
3950 1877.04 10 Tahyew Andrews Str. 419 C. M. S. M. Co. 一般 Ningpo 人港
3952 1877.04.12 Tahyew Andrews Str. 419 CM. S. M Co 雑貨 Ningpo 出浩
3954 1877.04.12 Tahyew Andrews Str. 419 C. M. S. M Co. 一般 Ningpo 入港
3954 1877.04 12 Tahyew Andrews Str. 419 C. M. S. M. Co. バラスト Ningpo 出港
3956 1877.04.17 Tahyew Andrews Str. 419 C. M. S. M. Co. 一般 Ningpo 入港
3956 1877.04.17 Tahyew Andrews Str. 419 C. M. S. M. Co. バラスト Ningpo 出港
3958 1877.04.20 Tahyew Andrews Str. 419 C. M. S. M. Co. 一般 Ningpo 入港
4006 1877.06.15 Tahyew Andrews Str. 419 C. MS M. Co. 雑貨 N'saki, Kobe. &c 出浩
4038 1877 07.21 Tahyew Andrews Str. 419 C. M. S. M. Co. 一般 Japan 入港
4041 1877.07.25 Tahyew Direksen Str. 419 C. M. S. M. Co. 雑貨 Chefoo & Tientsin 出港
4050 1877.08.04 Tahyew Direksen Str. 419 CM. S. M Co 一般 Tientsin 入港
4053 1877.08.08 Tahyew Direksen Str. 419 C. M. S. M. Co. 雑貨 Tientsin 出港
4061 1877.08 17 Tahyew Direksen Str. 419 C. M. S. M. Co. 一般 Tientsin 人港
4073 1877.08.31 Tahyew Direksen Str. 419 CMS M. Co 雑貨 Hankow and Ports 出港
4087 1877.09.17 Tahyew Direksen Str. 419 C. M. S. M. Co. 一般 Hankow, &c. 入港
4120 1877.10.25 Tahyew Direksen Str. 419 C. M. S. M. Co. 雑貨 Foochow 出港
「大有」は現在の普通語ではTaiyouであり、 1877年当時の英文標記ではTahyewであったこ
とがわかる。また『横濱毎日新聞』が大有号について「元束四百八十噸積の外車船にて船体も
少さき」と記すように480トン積みの外輪汽船で、 "TheNorth-China Daily News" に掲載され
たトン数が419トンであったことからも、同一の船であることは明かであろう。
大有号は輪船招商局保有の小型汽船で、上海を起点に寧波との間の沿海航行の汽船であっ
た。それが、 1877年6月15日に上海を出港して、 6月16日に長崎、 6月23日に横浜と日本航
行し、 7月21日に再び上海に帰港するまで、長崎、神戸、横浜と38日間にわたる日本への航
海を行ったことがわかる。事実、横浜で発行されていた "TheJapan Weekly Mail" Vol. I. No. 
22 (6月23日付）、 No.23 (6月30日付）、 No.24 (7月7日付）によれば、 Tah-yewは6月15
25) 関西大学図書館所蔵マイクロフイルムTheNorth-China Daily News 、 1877年 1 月 ~6 月（番号．
MF045914) 、 1877年 7~12月（番号： MF045915)による。
清国輪船招商局汽船の日本航行 13 
日に上海を発し、 6月22日に横浜に入港、 6月27日に神戸に向け横浜を出港、再び7月2日
に神戸より横浜に入港し、 7 月 5 日に神戸に向け出港したことがわかるから、神戸• 横浜間
の日本沿海航路を 2往復したのである。
3)明治15年（光緒八、 1882)輪船招商局懐遠号の日本来航
懐遠号が日本に来航したことについては、『申報』によると、同紙第3315号26)、1882年 7月
25日、光緒八年七月二十五日付の汽船の出入表によれば、 7月25日に上海を出港して神戸、
横浜に向ったことが知られる。しかし、懐遠号の上海の帰港は見あたらず、同紙第3352号27)、
1882年 8月31日、光緒八年七月十八日付には 8月30日に香港から上海に入港したことがわか
る。このことから懐遠号は、日本の神戸、横浜に向けて出港し、日本に寄港した後、上海には
帰港せず、日本から直接香港に向けて就航したと考えられる。
1882年輪船招商局懐遠号航行表表4
号数 年月日 中国暦 船名 船式 公司 出入港 航行地 月日
3279 1882年6月19日 5月4日 懐遠 輪船 招商局 出港 香港省城 5月4日
3295 1882年7月5日 5月20日 懐遠 輪船 招商局 入港 香港 5月19日
3297 1882年7月7日 5月22日 朽衣店'""=-L 輪船 招商局 出港 香港省城 5月22日
3313 1882年7月23日 6月9日 懐遠 輪船 招商局 入港 香港 6月8日
3315 1882年7月25日 6月11日 杷衣近‘土し 輪船 招商局 出港 神戸横濱 6月11日
3352 1882年8月31日 7月18日 懐遠 輪船 招商局 入港 香港 7月17日
3353 1882年9月1日 7月19日 懐遠 輪船 招商局 出港 香港省城 7月19日
3367 1882年9月15日 8月4日 竺衣且‘土L 輪船 招商局 入港 香港 8月3日
3368 1882年9月16日 8月5日 懐遠 輪船 招商局 出港 香港舅省 8月5日
表428)の懐遠号の航行状況から、同号は主に上海と香港そして広東省の省城のある広州と
の間を航行する汽船であったことが知られる。しかし、明治15年（光緒八、 1882) 7月下旬
から 8月上旬にかけて日本へ来航していたことは確実であろう。
しかし、 "TheNorth-China Herald And Supreme Court & Consular Gaz叫 e"から作成した
表 4-2 29) によると1882年 7月25日に上海から神戸、横浜に向けて出港した船舶を探すに、同
26)『申報』第21冊、上海書店、 1983年7月、 148頁。
27)『申報』第21冊、 370頁。
28)『申報』第20冊、上海書店、 1983年7月、 846頁。同第21冊、 28、40、136、148、370、376、460、466頁。
29) 関西大学図書館所蔵のマイクロフィルムTheNorth-China Herald 、 1882年 1~12月（番号：MF7855)による。
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No. 788、1882年 7月28日付に 7月25日に、 C.M. S. N. Co. China Merchant's Steam Navigation 
Co. 輪船招商局の汽船である "Hwaiyuen"762トンが懐遠号に相当するであろう。懐遠の普通
語標記Huaiyuanにも近く、しかも航行日も一致していることから、懐遠がHwaiyuenであった
ことは確かである。そうすると、この懐遠、 Hwaiyuenは1882年7月25日に上海を出港して神
戸、横浜に寄港後、上海に直航せず香港に赴いて後に上海に帰港したことがわかる。このこと
からも懐遠号の日本来航は不定期のもので定期的な往来を目指したものではなかったと思われる。
"The Japan Weekly Mail" Vol. VL., No. 31 (8月5日付）とNo.32 (8月12日付）によれば、
Hn'ai Yuenとある懐遠は、上海から神戸を経由して 8月3日に横浜に入港し、 8月7日に函館
を経由して上海に向け出港したとある。ことから、懐遠は横浜出港後に函館に赴き、その後香
港へ航行したものと考えられる。
1882年輪船招商局Hwaiyuen(懐遠）号航行表表4-2
号数 出入年月日 船名 船長 船式 屯数 会社名 積荷 航行地 出入港
788 1882.07.22 Hwaiyuen Wilson Str. 762 C. M. S. N. Co. 一般 Hongkong 入港
788 1882.07.25 Hwaiyuen Wilson Str. 762 C. M. S. N. Co. 雑貨 Hiogo & Yokohama 出港
793 1882.08.30 Hwaiyuen Wilson Str. 762 C. MS N.Co. 一般 Hongkong 入港
3 明治19年（光緒十二、 1886)消国輪船招商局汽船のH本航行
明治19年に輪船招商局の汽船が日本に来航することを最も危惧していたのは日本郵船会社
であった。事実、同社の社長森岡昌純は、外務省に対して善後処置を求めた。それに関しては
「清霰商船沿海貿易禁止一件」に収録された外務省取締局長鳩山和夫に宛られた日本郵船会社
社長の森岡昌純の文書から知られる。同書の本文は以下の通りである。
日清通商章程ノ精神ニテハ清載ノ船舶ニテ本邦ノー港ヨリー港、或ハ数港ヘノ運漕営業難
出来筈二承知仕居候虐、別紙調書之通、本年一月十四日長崎神戸港ヲ経、横濱入港ノ清國
招商局汽船海定琥ニテ神戸港ヨリ船客三十五名許、貨物五千余個ヲ搭載シ来リ。尚又一月
二十八日横濱入港ノ同局汽船致遠琥ニテ、長崎港ヨリ貨物百個、神戸ヨリ貨物七千七百余
個、船客四十六名ヲ積来リ申候。如斯清楔ノ船舶ニテ本邦沿海ノ運漕営業被致候テハ、弊
杜共園税ノ部ニテ船税上納仕居候、本邦ノ船舶営栗者ノ損害不勘候間、右清國船舶ノ本邦
沿海運漕ハ直二御差止被成下候ハ、勿論今日迄本邦被害ノ船舶所有者ニテ充分ノ満足ヲ得
候様、御保護被成下度此段上申仕候以上
明治十九年一月三十日 日本郵船會社々長
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森岡昌純印
外務省取調局長
外務権大書記官鳩山＇和夫殿
とある。日本郵船会社は外務省に対して、日清通商章程30)に鑑みて清国商船の日本沿海での
運輸業に係わる業務の禁止を求めたのである。つまり清国商船の日本の港に寄港して旅客や貨
物を搭載して日本国内の他の港へ輸送することの禁止を求めた。具体的にば清国商船海定号
が、神戸に入港して旅客と貨物を横濱に、致遠号が長崎から貨物を、神戸から旅客と貨物を輸
送したことを指摘している。
この輪船招商局の汽船が日本に来航する情報を、日本に最初に伝えたのはおそらく大阪『朝
日新聞』であったろう。
大阪『朝日新聞』第2047号、明治18年 (1885)12月15日付の「上海通信（十二月九日登
名古屋丸便）原口新吾報」によれば、以下の記事が掲載されている。
招商局 清殿の大汽船會社たる夫の招商局が数年前より我國と賞上海との間に新航路を開
かんことに心を着け萬望好機會を得んものと少時も注目を怠らざること久しかりしに、過
日共同運輸、三菱の両會杜間に競争の事起り互に巨額の損失を被りて後、遂に合併の姿を
成したると。此冬季に方り北方通ひの汽船一時皆不用に属せるのみならず、長江通ひの汽
船も亦例に依り運送荷物の減ずるが為に多くは航行を休むの時となりしとを以て得易から
ざる好機會とし、断然北方通ひの大汽船を移し横濱• 神戸• 長崎間の定期航海を開くとい
ふ。因て或清展人は之を評論して日く、招商局が日本・上海間に定期往復航海を開くとき
は日本郵船會社の損失を被ること甚しかるべし。其故に日本郵船の日本・上海間を輸送す
る荷物の持主は、十中の七八分まで清厩人なれば、同一の荷物にて清國郵船と日本郵船と
の運賃同額ならんには荷主たる清殴人が必らず、之を吾國の船に積まんことは常然なり。
且招商局にては其汽船にて積送る荷物に限り為換の事をも取扱ふべければ、獨り清甑の荷
主のみならず、日本の荷主も斯為換の便利の為めに皆競ふて招商局の汽船に其荷を積み日
清間の航権は遂に招裔局の手に撹取らるることあるばし云々と。亦理ある評論にこそ、又
我長崎には豫て外國銀行の代理店ありて、為換の事を扱へど日本郵船にて積送る荷物に限
り、其為換の取組をなさずと聞きたる故、吾輩は骰にも郵船の名あるものなれば、保険會
30)明治四年（同治十一）七月二十九日 (1871年9月13日）に日清両国が天津で調印し、日本側は明治6年
(1873) 3月9日に批准した日本と清国との間の「修好条規並びに通商章程」の通商章程には、両国商船
の相手国への入港と貿易は認めるものの、相手国内における運輸業務に関する規定は見られない。『日本
外交文書』第四巻第一冊、日本外交文書頒布会、 1957年 2 月、 203~221頁。
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社に於て其荷物の保険をなさざる事などあるまじきに、日本郵船に対して斯く為換取組を
扱はざるは、不審千萬なりと考へ、其筋の人に就いて此質問を遂たるに、其人は右代理店
は雷港有名の汽船會社の代理店をも兼ね居るため日本郵船に積まんとする荷物は成丈吾會
社の郵船に積ましめんとするの策略あればこそ、此くは公平ならざる仕向をなすなれと答
へたり。然れば日本郵船會社に於ても、右為換取組の方法を設けたらんには必らず、其府
主の便利を多くすべしと信ず31)。
とある。同記事は大阪『朝日新聞』の上海特派員であったと思われる原口新吾からの12月9
日付の記事が、日本に帰港した日本郵船会社の上海航路を往航していた名古屋丸からもたらさ
れ、明治18年12月15日付の同紙に掲載された。この名古屋丸が最初に日本国内に投錨するの
は長崎である。長崎の当時の有力紙『鎮西日報』32)第2157号、明治18年12月12日付の「船舶出
入」によれば、
昨日は郵船名古屋丸及び雑貨の積荷を以て上海より入港、今暁午前二時馬蘭• 神戸を経て
横濱へ向け出港。••…• 
とあり、名古屋丸は12月11日に長崎港に入港している。長崎から電報で大阪朝日新聞の本社
に送電されたか。名古屋丸の神戸入港から原記事を得て印刷されたかは不明であるが15日に
掲載された。その記事の冒頭で「招商局 清園の大汽船會社たる夫の招商局が数年前より我厩
と雷上海との間に新航路を開かんことに心を着け萬望好機會を得んものと少時も注目を怠らざ
ること久しかり」と記しているように、輪船招商局が上海から日本への航路を開航する予定で
あることを伝えたのである。このことは一ヶ月立たない間に現実のものとなった。日本郵船会
杜が日本と上海との間を寡占していた状態にあった中に、清朝中国の巨大汽船会杜が、その航
路に参入しくるのみならず、日本の弱小貿易商人に及ぼす危機感が指摘されている。
さらに翌日の『時事新報』第1047号、明治18年 (1885)12月16日には次の記事が掲載され
ている。
O支那人汽船会杜 今度支那人の陸起にて汽船十艘を持来り神戸栄町居住の徳森琥を本
店として函館、横濱、上海間の定期航海を始日本郵船會社と競争を為すよしにて、明十三
日神戸入港の郵船より右の支配人なるべき支那人が上海より束神すると云ふと、本月十二
日の日本諭入新聞に見へたり 33)0 
31) 関西大学図書館所蔵マイクロフイルム「朝日新聞大阪J 明治18年 9~12月（番号： MF6271)による。
32)本稿で引用した『鎮西日報』は、全て長崎歴史文化博物館所蔵のマイクロフィルムによった。明治18年
7-12月（番号： M3/7p/138)、明治19年1-6月 (M3/8p/139)。
33) 『時事新報』第 4 巻~(3) 、龍渓書舎、 1986年 4 月復刻、 372頁。
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とある。神戸栄町にあった徳森号が函館、横浜、そして神戸と上海を結ぶ日本航路の本店とな
り、さらに中国から日本の支配人となるべき中国人が神戸に来ることを伝えている。ここでは
招商局の名は無いが日本郵船会社と競争できるような中国の汽船会社は、当時輪船招商局しか
なく、同紙が言う「支那人汽船会社」とは輪船招商局を指すことは明かである。
年が明けて明治19年 (1886)になると各紙が、記事の大小は別として輪船招商局の汽船の
日本への来航を伝えた。最初の記事は 1月7日付の、長崎の『鎮西日報』、神戸の『神戸又新
日報J34)と大阪『朝日新聞』と『時事新報』とである。
長崎の『鎮西日報」第2174号、明治19年 1月7日付の記事「反対船」には、
先ごろ神戸大坂の新聞に清国人が招商局所属の汽船を以て郵船会社の上海横浜線路の郵船
に対し競争を試むるとの風説を記載せしが、今年よりこれと実施するものにや第一船は既
に上海を抜錨せしよしにて今明日には当港へ着するならんとのこと果して風説に違はず該
局汽船がこの線路に競争を試むるの日に至らば、郵船会社には幾分の影曹を及ぼすなら
ん。
とある。『鎮西日報』は明治18年12月30日に第2172号を出し、次の新年第 1号に当たる第2173
号は明治19年 1月5日、第2号に当たるのが 1月7日付の第2174号である。電報による情報
を得てか、情報源を明確にしていないが、輪船招商局の汽船が日本に航行してくることと、日
本郵船会社にとって驚異となろう商敵の出現を暗示した記事である。
神戸では『神戸又新日報』第493号、明治19年 (1886) 1月7日付けに「和清商會」として、
已に屡ば本紙上に於て今回清園上海なる招商局の汽船を以て同所と霜港（神戸）との間の
定期航海を開くへきに付き、其汽船の内にて先つ一艘丈けは本日上海より霜港へ着するの
筈なるよしを記載せしか、今又確なる所より聞く所に拇れば件の汽船は都合五艘を以て航
海船に充つるの見込みにて、其内の一艘は一昨日営港へ向け上海を出帆したりとの電報が
昨日同所より嘗港にて右汽船の荷客を取扱ふへき常榮町通り一丁目の徳新号へ到着したり
との事なれば、蓋し本日は着船に相成るまじきも何れ雨三日中には必ず常港へ来着するな
るへし。然る上は直ちに常港上海間の往復を初め引き績きて他の四艘も夫々常港へ廻航し
来り次第に横濱を経て函館間への定期航海を開くの見込みにて、目下右闊係の人々（日本
人もあり）は、此程来ー所に集會して申合規則の編纂其外万端の義を相談なし居るよし、
又右汽船の取扱所は前陳の通り嘗榮町の徳新号に於てする事なるが、今回之れを和清商會
34)『神戸又新日報』は神戸市立図書館に所蔵されるマイクロフィルムを利用した。明治19年前のものは、
散逸したかで現在知られない。
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と稲ふる事に内決したる趣き、就きては開業の際を以て件の如く和清商會と記したる招票
を右徳新号の門戸へ畢くるの手筈なりと。因に云ふ右商會号は則ち徳新号（清國人）の撰
に係り和清商會と清和商會との雨号を二枚の板に書き付け、之れを諏訪山の麓なる字南京
墓と云へる所に持ち行きて、右二枚の板を墓前に立て先つ之れに清水を注き掛け、夫れよ
り其前に脆きて再拝をなし、雨号の抽簸をなせし処、終に和清商會の方の抜簸になりし
に、依り斯くは商會号に和清商會を以て名つくる事に取り定めたる次第なりと聞く。尚ほ
同商會の成行きに就ては吾輩充分探報の上、紙上に論じ、もし又事賓を公にすへきな
り35)0 
とあり、輪船招商局の汽船の神戸寄港に際して、旅客、貨物を取扱う和清商会が設けられたこ
とを伝えている。この和清商会の中心的な華商が徳新号であった。徳新号については、『時事
新報』第146号、明治15年 (1882) 8月23日付に、
清國洋銀を買占む 今回の韓髪に際し、神戸在留の支那人徳新其他両三名の商人は、頻に
洋銀を買占め目下、其高は十七万圃餘の額に上りたりと。…… 36)
と報道されたように、 1882年（壬午、光緒八） 7月に、朝鮮王朝の内紛に発して軍が反乱を
起し、日本人殺害、日本大使館の焼討ちがあった当時京城事変と呼称された壬午軍乱に関する
政情不安、経済不安から銀の買占めを行った神戸華商の中心に徳新号がいた。このように、徳
新号は輪船招商局の神戸拠点となりうる当時の有力華商であった。
続いて大阪『朝日新聞』第2063号、明治19年 (1886) 1月7日付けには「神戸新聞」として、
清國上海なる招商局にて上海より長崎• 神戸を経て横濱へ到るの定期航海線を開くとの計
画ある事は已に社説にても論じ、上海通信に依りても記載せしが、今聞虞に依は、す爾々来
る十三日より雷分の内上海・神戸間の航海を初むる由にて、本日上海より一艘の汽船を嘗
港へ廻す都合なり。又汽船取扱所を常分榮町二丁目徳盛号に設け事務整理の為、該局の支
配人子荘氏已に出張し居り。又該局の支店を居留地二番、香港銀行にて近日設けんとの計
画あり。又該局にては此程解傭なりし日本郵船會杜の社員闘清臣•松岡友二郎・池長平・
河村直次の四氏を傭入れたりと聞く37¥
との記事を掲載した。
他方、『時事新報』第1066号、明治19年1月7日付けは「招商局汽船航海始め」として、次
35)神戸市立図書館所蔵のマイクロフイルムによる。以下同じ。
36) 『時事新報』第 1 巻~(2) 、龍渓書舎、 1986年 4 月複刻、 182頁。
37) 関西大学図書館所蔵マイクロフイルム「朝日新聞大阪J 明治19年 1~3 月（番号： MF6271)による。
以下同じ。
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の記事を掲載した。
清屈上海の招商局が今度上海と神戸港との間に航海を開く趣きは既に前琥に記載せしが、
来る十五日愈々航海始めをなす筈なりと云ふ38)0 
とある。
『鎮西日報』第2175号、明治19年1月8日付の「招商局汽船」において、
昨日は紙上に記したる如く招商局汽船海定号は昨朝上海より入港し、即日神戸横浜へ向々
出港引続き同社汽船チンユン号なる由にて先づ二艘を以て定期横浜上海間を往復せしめ都
合よけば、尚をこの外に数艘を増し郵船会社汽船と競争を試むるよし、当港は支店は当分
新地肇昌号に置き事務を取扱ふよしなり。
とあり、さらに同日の「船舶出入」記事には、
昨日……清圏汽船海定号雑貨の積悔を以て執れも上海より入港、……即夜神戸を経て横濱
へ向け出港せり。
とある。輪船招商局の汽船海定号が上海から 7日夜に長崎に入港し、同日の夜には、長崎を
出港して神戸• 横浜に向け出港したこと、その積荷が雑貨であったこと。さらに支店を新地の
肇昌号を設置することが報じられた。
『神戸又新日報』第494号、明治19年1月8日が、前日の続報として、
和清商會の事績報 已に前琥にも記載したる今回清圏上海の招商局より第一着に常港へ差
回し来るへき汽船は海定琥と稲ふるものの由にて、同船は愈よ昨日午後六時常港へ向け長
崎港を出帆したりとの電報か已に同所より常港の右汽船取扱ひ所なる和清商會へ通知あり
しとの事なれは、多分明日中には入着するなるべく、然る上は来る十二日午後五時を以て
横濱へ向けて出港し、再ひ嘗港へ廻航の後ちは直ちに上海へ向ふの都合にて、其航海航路
は常分の間は常港と上海との間のみを往復なすの筈なりし処、更らに之を拡張して上海よ
り常港へ入着の都度、其船ぱ必す延ひと横濱へも往復をなすの手筈と取り極めしより。尤
も嘗港横濱間の乗船賃は上等一人に付き金十五圃、下等同三園五十銭にて、中等は設けざ
る筈なりと。又荷物の運賃は未た確突とは定めさる趣きなれとも、大抵日本郵船會社の運
賃より一分方を安直にするとか云ふ。将ふ又嘗港長崎間に富港上海の乗船賃及び荷物の運
賃は未定なるが、海定号の横濱廻航の上、長崎を経て上海へ向け解績すべき時まで決定す
るの見込みにて、目下去れ是れ評議中なりと云ふ。因みに云ふ昨日大坂にて登兌の新聞紙
中には、是と郵船會社の人にして今回此の商會へ雇はれたる人々の姓名を記載したるを見
38)『時事新報』第5巻-(1)、龍渓書舎、 1986年4月復刻、 26頁。
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受けたれとも、賓際聞く虞に撮れば件の雇はれたりと聞きし人々は目下同商會へ雇入れの
義を依頻中とかにて、同商會に於ては未た日本人中にては一人も已に雇ひ入れたるものは
なしと。右ば海定号に乗組み来るへき支那人の数名ある由に付き、同船着港の上まちては
他人を雇ひ入るへきや否やの義は、今より豫め定め置き兼ねるか哉なりと。尤も日本人に
して同商會へ向け雇い入れ方を頼み込み居るもの頗る多くして、已に二三十名餘もありと
か聞き及ひぬ。
とある。和清商会の内情を報じている。
大阪『朝日新聞』第2064号、明治19年1月8日付けには「招商局汽船新航海」の記事が掲
載されている。
昨日の紙上に神戸通信を以て記したる清國上海招商局の新航海船に充つる海定号（千五百
餘噸積）は、昨日午後上海より長崎に到着せし旨の電報が、神戸榮町の徳盛琥に達したれ
ば、今明日に神戸に来るべく。又同船は来る十三日午後、横濱へ向け神戸を出帆する豫期
なりしかども、一日繰あげて十二日午後出帆初航海をなし、自今毎月三四回宛、上海• 横
濱間を往復する手筈なりとぞ。又招商局が斯く上海•横濱間に向ひて定期の航海を開くは、
ピー オー
専ら該國商人の利便を成さん為めにて、日本郵船會社、佛屈郵船會社、彼阿會杜等と競争
するの心あるにあらず。即ち該殴政府より内命を輿へたるに因るとの事なれども、其専ら
該屈商人の利便を成さんとするの結果は、亦右日本郵船會社其他の諸汽船會社に封する競
争とならんこと、今日に於て之を必すべき程のものなるべき欺。又昨日の神戸通信に該航
海線を上海・神戸間とせしは、全く上海• 横濱間の誤謬なり。
とある。輪船招商局の海定号の来日に関する情報を報じた。
『東京横濱侮日新聞』第4526号、明治19年1月8日付けには「航海を始む」
兼て記載せし如く上海神戸間の航海を開く上海招商局の汽船は今回到着せしに付、来る
十五日禰よ航海を始むるといふ39)0 
との簡単ではあるが、輪船招商局の汽船の来航を伝えた。
長崎の『鎮西日報』第2176号、明治19年1月9日付には、輪船招商局の汽船が日本の沿海
航路に来航してきたことの意味を次の記事「招商局の輪船我が沿海に航路を開く」において予
見した。
きせん
前以て吾が輩が報道致したる通り招商局の輪船海定号は一昨日午前を以て常港に入港し、
午後六時神戸を経て横濱に向いたり、これを清園招商局の輪船が沿海に航路を開くの初め
39)『複刻版横浜毎日新聞』第45巻、不二出版、 1992年7月、 25貝。
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とし引績き同局の汽船チンユン号第二回の航海をなし、二艘にて横濱神戸長崎上海間を定
期航海する趣にて営港の支店は新地二十五番に設け長崎輪船招商局といふの表札を掲げた
り。嘗分の航海は先づ試みのよしにて諸事廣くは着手せず。追て利源愈よ間くべきありと
見込の立たる慮にて鵬楓を張て日本郵船會社と競争するものの如し。
抑もかの招商局は直隷総督の管轄に属し汽船数十艘を有し、北の方天津、伍屎、上海より
スワトウ
長江内は勿論寧波を経て南の方油頭、夏門、香港に航路を張れる官轄の商船會社なり。前
年清園が佛園と戦端を開くに富て李鴻章氏は突然なれと米商旗昌洋行に賣却し、そのころ
の評説は状々にて或は佛艦に奪却せられんことを恐れて一時米圃の旗の下に商船の保安を
求めたるなりといひ、或は全く招商局の経清立行き難きがために賣却したるなりといひ、
李氏はこの事のために御史の弾劾を受けたこともありけるが、事賓全く経清立ち難き情状
あるにはあらざりしと見えて、佛國との戦争了はると共に数十艘の商船は、再び隻龍玉を
追ふの旗章を翻へし、前記支那沿海に於て太泊公司、禅臣洋行、恰和洋行及び萎邊、福
記、老太古、順豊、等の内外諸會杜と競争し、遂に我が沿海に来て日本郵船會社その他の
諸船と競争を試むるに及べり。これを小敵なりと謂ふべからざるなり。
今回の経清は毛頭政略上の関係あるにはあらざるべし。然れども近時清殿政府は鋭意通商
貿易を拡張し銀行を官設して香港及日本各港等に支店を置き汽船の航路を拡張して貿易の
勢を助ける等の計画は夙にこれあり。さるとなれば今回の計画も支那政府の力を得るもの
と知るべし。さなきだに支那人の商業上の熟練は西洋人と雖も一歩を譲るの場合なしとせ
ざる程の巧者にして、かかなかに我が日本商人杯の容易に及ぶ所に非ざるなり。現に常港
にまれ海産諸品より以て樟脳• 木材等の輸出に及ぶまで重要の商賣は支那人の為めに総括
され、日本商は嚢中に在ると一般の趣あるに非ずや。惟其れ運搬の業は不充分にありつし
も（香港の航路は三年前に三菱會社これを棄さり）上海は一線を占有し英佛郵船と競争し
て客年日本郵船會社運賃を引下げ以来は船客も大に増加したるに、今この競争争に逢ひ将
束の関係少なからざるべきと思はるるなり。特に神戸嘗港より上海への船客は上等には外
國人、下等には支那人。その八九分を占れば支那船の競争に逢て日本汽船がこれに対する
手段は困難ならすと言ふべからず。吾輩熟々招商局船の開航手段を見るに敢て軽しに手廣
くは着手せず彼の一時に事を挙げて一敗地に塗るがごとき軽率を為すもに非ざるが如くな
れば、将来この輪船が日本汽船と日本沿海を歴倒するの気込を為すと否とは専ら試みの初
航が圏に嘗ると否とにある事なるべし知らず。我日本汽船諸大會社は何を以て、この鯨蜆
を制せんとする欺。
と論評した。極めて重要な予見を逸早く掲載した『鎮西日報』のこの記事は重要である。
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さらに同日の『鎮西日報』第2176号の「長崎輪船招商局」には、
招商局の支店と新地二十五番信記号構内に区別して設け（前号に肇昌号と記したるは誤り）
長崎輪船招商局といふ表札を掲げたり。本港より神戸、横浜、への航海運賃は一昨日の海
定号より、左の如くにて我が日本郵船会社の運賃に比較すれば二割乃至三割安目にて競争
するものの如く尤も当分は試みの航海を為すものと見え諸事、凡て節略を主とし堂々と打
出す模様なし。
郵船会社 海定号 差
神戸長崎間上等 十六圃 同上 十三弗 三弗
同 中等 十圃 同上 八弗 二弗
同 下等 四圃 同上 三弗 一弗
横浜長崎間上等 三十圃 同上 二十八弗二弗
同 中等 十八訓 同上 十四弗 四弗
同 下竿寸 七圃半 同上 六弗 一弗半
右運賃金額は差違は則ち海定号の方が日本郵船会社より安き金額にして本港、又は神戸、
横浜、より直に上海へ渡航せる運賃及海航は日割は未だ確定せざるよし、しかし海定号横
浜着港の上は一定の極めをなす趣なり。
とあり、輪船招商局の日本航路の開削は、日本郵船会社の運賃より安価によるものであった。
さらに「海定号の船客」では、
一昨七日午后六時常港を抜錨し、神戸横濱へ航行したる海定号の乗客は神戸行日本人十
名、横濱行同二名外に支那人二十名、西洋人二名なり。
とあり、また同日同紙の「名古屋丸船客」では、
昨八日上海より入港したる名護屋丸の船客は下等支那人二名なり。この頃常港上海間の出
入船客は何故か少なき央、此段の名護屋丸の船客は僅かに二人に減せり。これは蓋し海定
号の上海より安運賃にて競争を始めしためならん。
とあり、名古屋丸と名護屋丸の誤記があるが、輪船招商局の汽船海定号の日本来航は、日本郵
船会社の上海航路にも具体的に衝撃を与えたことが知られる。運賃競争の間題が暗示されてい
ると言えるであろう。
さらに同9日の『鎮西日報』第2176号の雑報欄の「告諭Jにおいて、
外殿船に乗込には、明治九年第三十号を以て布告せられたる外駁乗込規則なるものあれ
ば、各人熟知し居る筈なれども、今般海定号の安運賃にて内地の航海を始めたるより、自
然目前の利益に急ぎ手数落するものありては相清ざるとて、其の筋にては右布告文を謄窮
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して各汽船問屋へ回され乗込人等は必ず規則通りの手数を為すよふ告諭されたるにも拘は
らず、相雷手数もなさす無暗に乗込たるもの数多あるよしなれば、着港の上は該規則によ
り相霜の虞罰あるは必然なるべし。 1段令運賃は安くとも身は科罰に陥り、おまけに幾干の
罰金を頂戴し以て訊問を受くるため貴重の時間を費すことならば、却て安運賃にて渡航し
たるその詮なかるべし。
とあるように、輪船招商局の海定号に乗船して長崎から神戸、横浜と日本国内の移動する際に
は、外国船であるため特別の乗船許可が必要であった。そのような外国船乗船規則があったも
のの、一般には外国船であっても安易に低廉な運賃の汽船に乗船したいのが人情であったろ
う。ここで警告されることを無視して、或いは軽視して乗船する人があったと思われる。しか
し、日本政府は後述のようにこの外国船乗船規則を楯の一つとして輪船招商局汽船の日本沿海
航行に対抗したのである。
大阪『朝日新聞』第2065号、明治19年1月9日付けには再び「神戸通信」として、
夫の招商局汽船海定琥は一昨日長崎に於て石炭を積入れ、同日午後六時常港へ向け出帆せ
し由なれば、多分今朝は着港すべし。又該局にては此度常港榮町二丁目徳盛琥構内に神戸
招商分局と稲する者を置き事務を取扱ひ居りぬ。又同局汽船神戸• 長崎・上海間航海の船
賃は、一昨日より神戸• 上海間上等三十五枚、下等九枚、神戸• 長崎間上等十五枚。下等
三枚半。上海•長崎間上等二十枚。下等五枚と取定めたり。
との記事を載せ、さらに同日の同紙の広告欄には
清厩汽船出帆廣告
海定号横濱行一月十二日 午後神戸出帆
乗船一人二付金三圃五十錢但食料付
神戸榮町二丁目 招商局
大阪富島町 取扱所西尾茂十郎
同北安治川一丁目 同 廻運社
（大阪『朝日新聞』第2065号、明治19年1月9日 広告）
とある。海定号が神戸に寄港して横浜へ就航するが、その際に乗船旅客を求める案内が掲載さ
れている。
そして『神戸又新日報』第495号、明治19年1月9日付には再続報として「和清商會の事績報」
が掲載された。
毎々本紙上に記せし如く清殿上海なる招商局の汽船海定琥は愈本日午後入港の筈にて、来
く十二Rを以て横濱へ向けて常港を出帆し、同十六日同港より嘗港へ回航の上、十八日上
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海へ向けて解親の都合なるか、同船は元来上•中・下三等の船室を取り設けあるも、日下々
等室には普請を加へさるを得さるに依り賞分の間、下等の船客は都へて之れを中等室に繰
り込み上中の雨室のみを用ゆるの見込みなるより、又兼て記せし如く次きに嘗港へ差回し
来るへき汽船は富有号と稲へ来る二十日入港の筈。又其次きに来るべきものは日舛号と栴
へ多分本月末を以て入着する事なるかは諸汽船入港の上は、其内の一艘を以て営港より横
濱を経て函館までの間の定期航海船に充て之れより東に向ふものと之れより西に赴くもの
とは、凡へて常港に於て接績するの都合はなりと。又霜港より長崎への乗船賃は未た確か
には取り極めされとも、先つ嘗港横濱間の賃錢と同一にとるの見込みなるよし、尚ほ追々
と航海の開くるに随ひ悔為替をも取り組むの手筈にて、目下同會杜に於ては、件の義に覇
して荷主と種々熟議中なりと聞く。尤も嘗港にて日本船客井に荷物等の取扱ひは凡へて海
岸通り四丁目の井上大三郎と云へる人か櫓露たるの都合なれとも、貰際事務の取扱ひは同
船の取扱所なる賞榮町通り一丁目の徳新号内の和清商會に於て為す事のよし。因に云ふ件
の徳新号は近比大坂地方の新聞紙上には常に徳盛琥と記載すれとも、徳盛琥とは蕉名に
て、今は已に徳新挑と改稲なし居れり。且又一昨日午後より同商會の支配人子荘と云へる
人は嘗港同駁理事府の通塀人揚錦地を通塀人として共に常港の日本郵船會社に出頭し、同
社の支配人小川鯖吉氏と面會の上、今回同商會を雷港に開き航海の事業に着手するの旨趣
を陳へ、右は全く清歯人商業上の便利を謀らんか為めに設立したるものなれは、世上の取
り沙汰は種々なるも決して他の汽船會社と競争を試むへきの意にあらす、況して貴社に於
てをや本商會の望むところは、自今相互ひに交際を親密にし船便の都合に依りては荷物の
譲り合ひも致したけれは、此の邊は豫じめ御照會致し置く云々と、夫れより餘談に時を移
し何かと懇談ありしやに聞き及ひぬ。
とあり、これまでに『神戸又新日報』に掲載された和清商会の続報である。
そして翌日の『神戸又新日報』第496号、明治19年1月10日には短いながら次の 3つの記事
が掲載されている。
O招商局神戸分局の事 此程来和清商會云々と題し今般清楔招商局が起業せる汽船の事に
就き観ずる所ありしが、右和清商會の名梢は今回相止め、更らに（神戸招商分局）と稲す
ることとなりしよし。因みに日＜此程の紙上に右和清商會の名は諏訪山なる清殿人の墓前
にて取極めたる旨を記載せしが、右は事貰無根の事なる由に聞けば、紐に取消とへし。
O昨日午前六時に到着したる海定琥には長崎より日本乗客十六人ありしが、其中外船乗組
免状を所持せさる者五名ありしかは、直に水上警察署より神戸警察署へ引渡し、夫々の手
順を為したるよし。右海定琥は二本植にて頓数は千頓、上中客室は甲板上に在り。随分外
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面も美麗に構造も堅牢に見受けたり。又同船にては更らに中等客を取扱ふこととなり、明
後日十二日の横濱行より賓行する由にて、其代債は八圃なるよし。尤も其賄ひは洋食なり
と。～
0前号に記したる富有、日舛雨琥の外に尚ほ致遠琥と梢せる招商局第一等の汽船も同号等
と前後に常港へ到着の都合なりと云へり。
とあり、海定号の乗客事情や、船体規模、神戸から横濱までの運賃、そして輪船招商局の汽船
が続々と来日する予告を報じた。
さらに伺日の『神戸又新日報』第496号、明治19年1月10日の広告欄には、
清圏汽船出帆廣告
海定号一月十二日横濱行
午後五時
神戸榮町二丁目招商支局
と、輪船招商局の汽船海定号の横浜行きの案内広告が掲載された。
大阪『朝日新聞」第2066号、明治19年1月10日、 1886年1月10日付の「神戸通偏」では、
神戸招商分局の汽船海定琥は日本人十六名、清國人十七名を載せて長崎より入港せり。該
船は別に中等室を取設けざる定めなりしかば、賓際に不便あるに依り、明後日午後横濱ヘ
向くる出帆より中等客を取扱ひ搭載荷物は荷主の需めに應じて保険をなす手筈なりとぞ。
又同局にては今より六七日の後に、上海の本局より致遠琥（一等二千餘噸積の者）といヘ
る汽船を取寄せ其後猶富有琥、日升琥（皆二等船）の二汽船を取寄するとの事なり。又同
局にては一昨日其借受ける居る徳盛琥の門に神戸招商分局と大書したる牌を掲出せり。又
嘗港の新聞に同局にては此度神戸・函館間の航海を始むる趣を記したれど吾聞く所に拠れ
ば、局員は未だ然る内議をだになせし事あらずといへり。
とあり、同日の大阪『朝日新聞』第2066号、明治19年1月10日付の広告欄にも、
清殴汽船出帆廣告
海定号横濱行一月十二日 午後神戸出帆
乗船一人二付金戸圃五十錢但食料付
神戸榮町二丁目 招商局
大阪富島町 取扱所酉尾茂十郎
同北安治川一丁目 同 廻運杜
との案内広告が掲載され、『神戸又新日報』と異なるところは、運賃の案内があること、そし
て大阪の取扱所が2箇所あったことがわかる。
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『東京横濱毎日新聞』第4528号、明治19年1月10日付けでは、
清園招商局 が我邦沿海に定期航海を開くよしは曾て前琥の紙上にも記したりしが、
愈々去る七日同局海定琥（機関長イー、ダブルュー、クレメンツ）は長崎港に入り、一昨
日神戸へ向ひて同港を解績せり。又神戸居留地清二十五番館にては招商支局の招聘を掲げ
船賃を左の如く定めたり。
長崎神戸間 下等三弗 上等十三弗
長崎横濱間 下等六弗 上等二十八弗40)
とあり、輪船招商局の汽船の機関長が中国人ではなく西欧人であったことが知られる。
大阪『朝日新聞』第2067号、明治19年1月12日付の「神戸通儒」では、
上海招商局より営港分局に送附する夫の汽船致遠琥は多分来る二十日頃までに束着するべ
く、又同分局上海横濱間の荷物運賃等は海定琥が一航海をなせし後、夫々取定むるとの
事、且同船は先にも報道せし如く、同局二等船にて長四十二間、幅七間、二本マスト。機
械はコンパウンド、スクルーサンジー一千零九十九噸積にて速力は十ニノットなるとぞ。
0日本郵船會杜にては右招商分局の新航海に討して運賃を引下げらるるなどと言合へれ
ど、其は全く無根の説なりと。
とあり、同日の大阪『朝日新聞』第2067号、明治19年1月12日付の広告では、
清園汽船出帆廣告
海定号横濱行一月十二日 午後神戸出帆
乗船一人二付金已圃五十錢但食料付
神戸榮町二丁目 招商局
大阪富島町 取扱所西尾茂十郎
同北安治川一丁目 同 廻運社
との案内広告が掲載された。
このような清国輪船招商局の汽船の日本への来航に際して、日本の識者の間で危機感があっ
たのであろうか、『東京横浜毎日新聞』は3日にわたり以下の論説記事を掲載している。
『東京横濱侮日新聞』第4530号、明治19年1月13日付「清園招商局及び日本郵船會社」に始
まる。
亜西亜東方諸霰の中、航海を業とする二大會社あり。一ば清國招商局にして、ーは日本の
郵船會杜なり。此二大會社は執れも政府又は政府部内の人々が直接間接に関係する者な
40)『複刻版横浜毎日新聞』第45巻、 31頁。
清国輪船招商局汽船の日本航行 27 
り。就中日本郵船會社の如きは近時東洋に有名なる會社にして、其資本金は一千ー百万
鳳此内政府の株に属す者二百六十万圃あれとも、自餘は蕉三菱及蕉共同會社普通株主の
所有に属する者にして政府は此廣大なる株金に対し年八朱の利益を保護するなり。招商局
は清國に有名なる李鴻章を始め其他の人々の支出したる資金より成立つ者なり。其組織の
詳細は未だ知るべからずと雖ども其資金は我郵船會社が受くる如き者にあらざるべし。此
會社や先きに清佛戦争の時、其所有船舶の佛駁軍艦の為に掠奪せられんことを恐れ米人の
手に成れるラッセル商會に其所有船舶を賣渡したりとの評ありしと雖も戦争終るや否や、
其船舶は直ちに招商局の所有に復し蕉に依り航海営業を為すとのことなりしに、近日に至
り差や活溌の挙動を為し、其航海線を日本内海に迄及ほしたり。神戸よりの報に曰く、招
商局の所有船海定琥は去る七日長崎に入り、八日神戸に向ひ同港を解覆せり。又日く神戸
居留地清二十五番館にては招商局支店の招牌を掲げたりと。去る八日大坂の新聞を見るに
廣告あり。曰く
海定琥 横濱行
乗客一人に付 金三圃五十錢（但食料付）
神戸栄町二丁目 招商支局 （以下暑之）
近束同局が航海線路を日本に開んとすることは豫て聞き及ひたるが、今や彼れ其線路を横
濱に迄開き、而して雨社の運賃を比較するに、
郵船 招商 差
上等 十六圃 十五弗 一圃
横濱神戸
下等 四圃 三圃五十錢五十錢
郵船 招商 差
上等 三十圃 二十八弗 二圏
横濱長崎
下等 七圃五十錢 六弗 ー圃五十錢
此比較に依れは雨社の運賃には非常の差ある者也。雨社の間に斯る運賃の差あるも日本の
乗客は日本郵船會社の船に乗込むを好む欺、恐くは然る能はず。喝驚の利をも争ふ人情な
れば日本の乗客と雖ども郵船會社の船に乗ることを止めて招商局の船舶に乗り込むに至る
ならん。日本郵船會杜が大なる資本を有し且つ日本政府より巨額の保護金を受くることは
招商局局員の熟知する所なり。又郵船會社が積荷の少なくして所有船の多きに苦むの状あ
るとも、彼役員の知る所ならん、而して彼日本海に航海の線路を開き日本郵船會社の船舶
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と拮抗せんとするの端緒を顕はしたり。其勇気思ふべきなり。
退て日本郵船會社の近時の景況を見るに、先きには理事を始め其の他許多の社員の免職あ
り。此免職も冗員を沙汰するの意に出でたる者と、推想せば郵船會杜に限りて必要の改革
なるべしと雖ども、同社の理事岡本氏が死亡以来、今日に至るも営局者は未だ其理事を命
せず、社長森岡氏も久しからずして他に轄職するの都合なりとの評を為す者あり。従前は
東京大小の新聞紙悉く戸菱又は共同運輸會社出港船舶の廣告あらざるなく、新紙を讀む者
は必らず雨社所有船解櫻の期日を知るを得雨社合併後も其汽船解攪の期日は皆新聞紙にて
知るを得たるに、近日に至り郵船會社は費用節減の趣意に出でたるにや、一切新聞紙に出
船の廣告を為すことを廃し、却つて外園人殊に支那人の所有に属する海定琥は日本の新聞
紙に解徽期日及ひ其運賃をも廣告し、乗客乗船の便に供したり。雨杜事務を経営するの方
法大に異なる所あると知るべきなり 41)。
とある。続いて『東京横濱毎日新聞』第4531号、明治19年1月14日付けに「清國招商局及び
日本郵船會社（前琥の績）」として次の記事がある。
日本郵船會社の近時の事情なりとて神戸新聞は報じて日く、此會社にては先頃常港居留地
八番舘の取扱ひに係る露駁船一艘を借り受け試に香港へ向け航海を為し、同船は已に嘗港
へ帰港せし趣なるが、船客井に荷物存外少なく此分にては兎ても得失償はずとて、同會社
にては右の航海を見合せたりと。斯の如く日本政府の特別保護ありて東洋無二の大會社な
る郵船會杜は一旦着手せんとしたる線路も之を縮め新聞紙の廣告も之を廃し一人の理事す
ら今に命せられず。一社の事務を統轄する社長其人すら近日中に他に轄するならんとの風
聞ある時に際し、従前は日本航業會社の為めに歴倒せられたる清園招商局は早く既に横濱
まで航海線路を開き、都合に依らば北海道函館迄其線路を延べんとする経甕ありと云ふ。
何そ此二大會杜にして一新一退其勢を異にするの甚しきや。
余輩は其航海船舶に日本船たると外國船たるとを問はず、荀も日本の海運に多量の便利を
輿ふる者なれば、其航業會社の盛ならんことを望む者なり。世間一種の論者の如く一概に
外船屏斥説を為す者にあらざるなり。然れども日本海運の現状に際し外圃航業者が日本郵
船會杜と日本海に於て航業を競はんとするに至りては日本圃民たる者大に之を憂苦せさる
に至りては日本殴民たる者大に之を憂苦せざるべからざるなり。夫れ方今日本郵船會社な
る者は一ヶ人の私有にあらず。又純粋の民立會杜にありず。即ち我が全國人民は之れに年
八朱の利益を保証し事情に依りては八朱以上の損耗をも巖庫に負櫓せさるを得さるに至る
41)『複刻版横浜毎日新間』第45巻、 39頁。
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も知るべからさる危険ある者なり。而して郵船會社は招商局と競争するや否やは知るべか
らざれども、之れと競争するも損耗を免れす競争せさるも、損耗を免れず而して其損耗は
僅少の日本郵船會社の株主の損耗かと云ふに、株主は少しも損する所なくし、其損耗負推
者は日本園総体の人民なり。何をか競争せさるの損耗なりと云ふ。日く、昨日の紙上に記
したる如く、此二會社の船賃は横濱長崎の間にして乗客の船賃上等にて二圃の差下等にて
-00五十錢の差あり。又神戸横濱間にて上等には一圃、下等には五十錢の差ありとせば、
従つて貨物の賃錢も二社の間に大なる差さることならん。此時に際し郵船會社たる者之に
劉するの方策を講せず、我は年八朱の利益保証あり。招商局我を如何せんと云ふ策動を為
ん敷。日本の船客貨物の招商局船舶に向ふと恰も水の卑きに就くが如きことなり。日本郵
船會社は尚ほ此上に一層運載すべきは貨物に不足を告げ其得たる運賃は石炭の費用をも償
ふ能はざることならん。若し又之れと競争し彼れ三圃五十錢の賃錢とすれば、我は三圏と
なし、彼已圃とすれば我は二圃五十錢となし、我が日本海に第二の共同三菱の競争を犯す
ことならん欺。其損耗賓に云ふ可らざる者あらん。而して此損耗の負擢者は郵船會社の株
主にあらずして日本総体の人民なりとせば、招商局近時の學動たる賓に日本人民総体の利
害に関係を及ほす者なり。斯る危運目前に迫れり。日本郵船會社の役員及び此會社設立に
際し全國人民に責任を有する人々は如何なる方法にて此危運を横断し自分に負ふたる責任
を霊さるるや、余輩は眼を甜て責任ある人々の為す所を見んと欲するなり。近日に上説を
為す者あり。曰く先きに日本郵船會杜の理事たりし岡本氏死せしより、其筋にては後任者
に苦慮せられ、甲は可ならん。乙は可ならんと種々熟議の後、終に大倉組の大倉喜八郎氏
を理事とすることに決せられたりと。或は曰く、然らず同氏は同社の副社長に命せらるる
の都合なりと。蓋し嘗局者が同會社の理事を命ずることに就て頻りに熟慮せらるることは
勿論のことなるべし。又近時海運の情況に際し同會社が理事其人もなくして数旬日を経過
すること海運を盛にする趣意にあらざるべしと雖ども大倉氏が理事又は副社長に命せらる
るならんと云ふー事に至りては余輩慮も之れに儒用を置く能はず、余輩より見れば我郵船
會杜は依然として理事其人なく従つて外園汽船會社の競争に封する方暑も尚ほ一定なきな
りと云はんと欲するなり何を以つて大倉氏が同社の役員となる風評は無根ならんと云ふ。
日＜我政府が同社に輿へたる命令書策二十六條に日く、正副社長理事ハ在任中他ノ義務ヲ
兼ムルヲ得ズ
又同社が其社の 人より取り置く証書にも被雇中は必らず、他の業務を営まざる旨を明記
せしむるの規則なりと賓に左もあるべきことと思はるるなり。然るに今大倉氏が長たる大
倉組なる者は幾んと百般の事業を営み殊に官術の請負仕事の如き同組の関係せざる者なき
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有様なり。然るに今同氏にして同社の理事又は副社長に命せらる事あらん欺。是れ同會社
の憲法即ち命令書の精神を破ふるなり。命令書は我政府の下附したる所なり。又理事及ひ
副社長を命することも同しく政府の任命する所なり。政府既に命令書に社長副社長及ひ理
事に他の業務を兼ぬることを禁じ、而して多く他の事務を兼ぬる大倉氏を以て之れが任に
嘗らしむる如きは必為ささる所ならん。余輩故に思へらく大倉氏が同社の副社長又は理事
に命せらるるとは無根の説にして同社は依然として理事其人に苦むの有様なりと。然れど
も人或は之れが説を為し命令書第二十六條は在職中他の業務を兼ぬるを禁したる者にて、
就職以前には如何なる業を営むも命令書之を間ふの限りにありずと云はん欺。是れ亦余輩
の同意する能はざる所なり讀者請ふ次琥の紙上に於て余輩が不同意なりとする所を見よ。
（未完）42) 
そして、『東京横濱毎日新聞』第4532号、明治19年1月15日付けにも「清展招商局及び日本
郵船會社（前琥の績）」が記載されたが、直接関係ない前半部分を省略した。
（前略）以上の事情より見れば同（大倉）氏が、郵船會社の役員となることは萬なきこと
にして郵船會社は今日に至るも依然として理事なく進んて為すの気象はなくして退て守る
方暑も一定せさるが如し、而して日本海を顧れば支那招商局は北海道函館迄も航線を開ん
とするの準備を為すと云ふ日本の航業上に責任ある人々は如何にして此危運を横断し郵船
會社営業の安全を輩固にし全園人民に満足を輿ふるや余輩は領を延て此等の人々が時に應
して施す所の方暑を見んと欲するなり。（了）43) 
とある。『東京横濱毎日新聞』は3日にわたり、輪船招商局の汽船の来日に関して、日本郵船
会社の問題点を指摘した。
後の『日本経済新聞』の前身とも言うべき『中外物債新報』第1127号、明治19年1月14日
付には「日清間の海運」として、
清園招商局の汽船が日清間に定期航海を開き、是迄我殿より上海・香港等へ向け輸出した
る昆布其他北海産物を一手に引受けて、之が運漕の利を占めんと企て居る由は曾て記せし
所なるが、同局に於ては既に長崎• 神戸等の要港へ支店を設け横濱にては百四十二番東同
泰（清商舘）にて其事務を取扱ひ即ち同商舘を以て支店となし、夫より進て函舘へも支店
を設け、又函舘と清圃天津の間にも航路を開らき、彼我海運の権を掌握せんと欲し、既に
同局汽船海定琥は一昨十二日神戸を発し横濱へ向け出帆し、又績て精鋭の汽船三四隻を我
42)『複刻版横浜侮日新間』第45巻、 43頁。
43) 『複刻版横浜毎日新聞』第45巻、 47貝。
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が沿海に廻はし大に日本郵船會社と競争せんと専ら計画し居る由なれば、此際充分に之に
対するの覚悟を為さざるべからざらんに、我が日本郵船會社及び外國汽船會社にては却て
過般海産物の運賃を引上げたり左なきだに、清商は友情を以て同國の汽船に積入るべきに
若しも我が要むる運賃にして彼の運賃より高債に失する事どもあらば、無認其汽船に積載
すべくして終、この将に伸長せんとする我が日本郵船會社の前途にも甚しき影袢を束さん
乎。彼の挙動にぱ注意せざるべからざるなり 44)0 
との記事を掲載している。輪船招商局が日本への定期航路を開削する理由の一として、中国で
求められる乾物海産物の中国汽船による輸送が企図されていたことを指摘している。
『時事新報』第1072号、明治19年1月14日付に「招商局汽船横濱取扱所」の記事を掲載し、
今度招商局の汽船が日清両阪間に航路を開くに就ては横濱にては百九十九番東同泰琥（支
那商舘）にて右汽船の取扱をなす由なり。猶ほ聞く所に撮れば同局にては函館の航路開く
に是迄該地より上海、香港等へ直輸出をなせし海産物を一手に引受け内國汽船と大に競争
をなすの決心なりといふ。果たして然る時は、北海道の海産物は重もに清商の手にて取扱
ふ物品なれば、もし運賃同様なるときには自國の汽船に積込むべきぱ必然の事なるに、現
今の慮にては日本郵船會社及其他外楓船の運賃は高債なれば此機に乗し招商局の汽船がそ
の運賃を卑くして運漕をすならば、荷主は競ふて該船に荷物を依頼するに至るべしとい
ふ45)。
とある。『時事新報』も乾物海産物の中国への輸送に関して報じている。
『燈新聞』明治19年1月15日付けには「日清間の海運と日本郵船の無策 清國の招商局が日
本の海権に威迫す」の記事を掲載し、
清園招商局の汽船が日清間に定期航海を開き、是迄我匿より上海・香港等へ向け輸出した
る昆布、其他北海産物を一手に引受けて、之が運漕の利を占めんと企だて届る由は曾て記
せし所なるが、同局に於ては既に長崎• 神戸等の要港へ支店を設け、横濱にては百四十二
番東同泰（清商舘）にて其事務を取扱ひ、即はち同商舘を以て支店となし、夫より進んで
函舘へも支店を設け、又函舘と清園天津の間にも航路を開らき彼我海運の権を掌握せんと
欲し、既に同局汽船海定琥は去る十二日神戸を骰して横濱へ着したりと聞く、又績いて精
鋭の汽船三四隻を我が沿海に廻はし、大いに日本郵船會社と競争せんと専ら計画し居る由
なれば、此際充分之に対するの覚悟を為さざるべからざるに、我が日本郵船會社及び外殿
44)関西大学図書館所蔵マイクロフイルム（番号： MF41514)による。
45)『時事新報』第5巻-(1)、51頁。
32 
汽船會社にては、却つて過般海産物の運賃を引上げたり、左なきだに清商は友情を以て同
園の汽船に積入るべきに若しも我が要する運賃にして彼の運賃より高債に失する事どもあ
らば無論其汽船に積載すべくして、終には将に伸長せんとする我が日本郵船會社の前途に
も甚だしき影響を来さん乎。彼の挙動にば注意せざるべからず云々と、昨日発兌の中外物
1買沼f辛艮に46)。
と、『中外物憤新報』47)の記事をほぼ再録して、日本郵船会社の運航方法を批判している。輪
船招商局による日本への定期航路を開削する計画を実施するに至ったのは、上海・日本間の定
期航路を寡占していた日本郵船会社の運賃などの経営内容に問題があったとして見られてい
た。
『時事新報』第1074号、明治19年1月16日付の「招商局汽船海定琥」記事では、
去る十三日の神戸又新日報には常港榮町通り一丁目なる招商神戸分局にて取扱の清楓汽船
海定琥は愈よ昨十二日午後六時横濱へ向けて嘗港を出帆せしが、同船には日本乗客凡そ
三十名（但し上等船客なし）にて其他搭載の前物は米、酒、糠、牛凡七十頭雑貨種々等な
りしと見へしが、昨日横濱よりの来信によれば、同琥は一昨十四日午後四時半入港し、来
る十七日出帆せる筈なりといふ。又同局にて定めたる横濱より上海及び神戸間の重なる物
品の運賃は
横濱より上海迄
切昆布毎担二分、長昆布一分二厘五毛、干飽、乾海鼠三分、銅鉄の類一分二厘五毛、椎茸
木茸一弗平均一額に四弗
横濱より神戸迄
切昆布一分三厘、長昆布七厘、干鮪キンコー分戸厘、椎茸木茸五分、平均一額に付二弗
右の通り取極めたる由、又去る十三日の神戸又新日報には、右海定琥は乗客は乗船賃は下
等一人に付き三圃五十錢。又静岡清輝社の汽船三邦丸の乗船賃は三圃六十錢にて右の雨汽
船へ乗客を取扱ひたる汽船間屋の手数料は何れも金五十錢なりし虐、去る十二日ば恰も雨
汽船の横濱へ向け出帆するに依り三邦丸は方に方には十一日雷港の汽船間屋へ通知し従来
五十錢の手数料を改めて以来六十五錢となすへしとの事に付き、各汽船間屋にては兎角三
邦丸の方へ乗客を周旋せんとするの傾きありしを以て件の海定琥取扱所なる常榮町の招商
支局にては、同船出帆の斯に際して俄かに其周旋料を七十錢となせしに依り、随ふて同船
46)『新聞集成 明治編年史』第6巻、明治編年史頒布会、 1934年12月、 1965年9月再版、 227頁。
47)関西大学図書館所蔵マイクロフイルム（番号： MF41514)による。
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には乗客多くして已に飢項に記せし如く凡そ三十餘名もありしか、之れに反して三邦丸の
方にては之れが為めの影響にや乗客は僅々五六名に過きさりしと見えたり 48)。
と、輪船招商局汽船による横浜から上海、神戸から上海までの運賃内容まで紹介している。
その後、各紙の記事は2月中旬まで続いている。大国清国の巨大な汽船会社である輪船招
商局の姿に怯えるような不安な状況があったことは確かであろう。
このような輪船招商局汽船の日本沿海での活動に対して、日本側が取った対抗策について、
『東京横濱師日新聞』第4532号、明治19年 (1886) 1月16日付の一面に掲載した「外國船乗込
規則」が明確に語っている。
昨日刊行の侮日新聞讀者は知るならん其報に日、外駁船に乗込むには外闘船乗込規則あれ
ど、今般海定琥が安運賃にて内地の航海を始めたるより、自然日前の利益に引かれて手落
する者ありては相清まず辿長崎港にては右布告文を謄写して各汽船問屋へ廻し乗込人等は
必ず規則通りの手数を為すよふ告諭したるが此注應にも拘はらす、相霜の手数もなさず妄
に乗込たる者数多ある由なれば、其者等は該規則に依り相常の虞罰あるべし云云。讀者は
我日本薗内に外國乗込規則なる者あるを記憶するや否や恐くは之を記憶する者百中の一二
もあらざるべし、抑々此外國船乗込規則とは明治九年三月十八日第三十琥布告にして日本
人にして外設の船に乗込んとする者は種々の手数を経さるべからさる者なり。即ち第一、
出船の営日、或は一日前其属籍住所姓名及ひ何の國人所持船何琥に乗込何港迄赴く旨を具
したる届書を出船する地の應に差し出すこと。第二、乗船証書は一人にして便利の為め数
枚を請取ることを得ず。第三、乗船証書を請んとする者は一枚にして手数料十錢（先きに
二十五錢にてありたれども後十錢に減したる者也）を彿ふと。第四、乗船証書は毎人親ら
出磨して受取代人を出すを許さずと云ふと。第五、乗船証書を所持せずして乗船したる者
は上陸の節違式に照して虐分せること。自餘に尚ほ多少の手数なきにあらされとも此等は
乗船人が外船に乗込むに常り最も手数の繁密なるに苦しむの箇條なり。請ふ是より余輩は
第一に開港場の地方官に希望する所を述べ、第二に我政府が此の乗船規則を取消す欺。否
らさるも之れに大改正を輿へ中外人民共に便利を受けしめんことを希望せん。
上文に記せし如く長崎縣鹿に於ては今回清園汽船海定琥に乗込みたる日本人（此等の日本
人は大概規則に適する乗船証書を所持せさること知るべし）に相常の慮分を為すの模様な
りと。抑々園の法令規則を記憶して之を遵守することは國民たる者の義務なり。中央政府
を代理し、其管理権内にて犯則者ある時、之を虞分するは地方官たる者の職務の常然な
48) 『時事新報』第 5 巻~(l) 、 58頁。
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り。明治九年即ち今を距ること十年前に発布になり。其の後必要中絶して地方官之を活用
したるの報告なく、又日本人民幾んと學けて記憶の外に置きたる彼外國船乗込規則なる者
は、其発布の十年の昔にありしに係らず登布後間もなく必要を失ひ、明治十九年の今日ま
で経歴し束りたるに係らず。又此規則手数の非常に密なるに係らず、我政府は今日未だ此
規則の取消を為ささるなり。故に日本人あり郵船會社の所有船に乗れば費用高く清園招商
局の所有船に乗りば費用安し如かず。費用の高き汽船會社の船に乗るを止めて清圃汽船に
乗込まんにはと思ひ之れに乗込みたる者は此規則第七條の虞分（違式）に遇ふも異議を容
るるを得さる者なり。然ども近時の事情に依つて考ふるに今日此等の乗客を虐分するに十
年以前に漿布したる此規則を其ままに用ふることは情に於て忍びざる者あり。何となれば
今日日本駁内此の規則あることを記憶する者甚た稀なるばければなり 49)。
とあるように、日本人が日本国内の移動に安価な外国船を利用するには、国内の移動といえど
も、外国船に乗船するに際し、乗船以前に本籍、住所、姓名、乗船する外国船名、渡航目的地
などを地方官庁に届けて「乗船証書」を取得する必要があった。同証書を取得するには、一枚
につき手数料十錢を必要とし、代理人の授受は禁止され、同書の不携帯での乗船が認められな
いなど、乗船者にとっては安価な運賃の外国船に乗船し、日本国内を移動するには手続きの繁
雑と時間を要した。この外国船乗込規則50)が厳しく施行されると、日本人乗客は当然外国船
の乗船を避ける結果となったことは歴然であろう。
『鎮西日報』は 1月17日から同月24日にかけ第2183号から第2189号にかけて次の広告（論文
末尾の写真参照）を掲載している。
廣告
船致遠号
名海定号
神戸行上等金十三圃 中等 同六圃五十錢 並等同三圃
横濱行上等金二十五圃 中等同十四圃五十錢並等同六圃
上海行上等金九園五十錢中等同九圃五十錢 並等同四闊
49)『複刻版横浜毎日新聞』第45巻、 51頁。
50)「外国船乗込規則」は、明治9年 (1876) 3月18日付けにて太政官布告第30号として布告された「外園
船二乗込旅行セントスル者取締ノタメ左ノ通、規則相定候條、此旨布告候事」である（『横濱何日新聞』
第1594号、明治9年3月21日付一面掲載）。「外歴船乗込規則」は第 1条から第10条まである（『横濱毎日
新聞』第1595号、明治9年3月22日付一面掲載）。第五條には「其途中一時卜陸［例ヘハ横濱港ヨリ長崎
港二到ル者、其船舶神戸港二卸碇シタルトキ、用便ノタメ暫時上陸スルノ類］スル者ハ、其地臨検警察官
吏二其証書ノ検閲ヲ受クヘシ」とある。
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右ハ今般清國招商局汽船元扱仕候間荷物御用向被仰付度候。就ハボーイハ日本人ヲ雇入有
之二付格別丁寧二取扱可致候間、御来車之程奉希候也。
長崎江戸町
汽船元扱問屋 「七荒木支店
とあるように、長崎江戸町の汽船元扱問屋・荒木支店が輪船招商局の汽船海定号、致遠号に搭
乗し上海行きのみならず日本国内の長崎から神戸、横浜までの乗船手配を行っていた。
しかし「外国船乗込規則」の厳しい取締りの影響は、清国商船のみならず、他の外国船にも
影響した。『神戸又新日報』第524号、明治19年 (1886) 2月14日付の「致遠号に船客無し」に、
尤も招商局の汽船のみに限らす彼阿、佛郵船會社の汽船も同様にして、現に一昨日嘗港よ
り横濱へ向ひたる彼阿會杜のチベット琥には一人の日本船客無かりしと（従来は少なくも
十人程の船客ありしに）。去れは彼の外圃船乗組切符下渡手績の改正は著しく外國船に影
響したりと云ふへし。
とあるように、憔界への航路を保持し、さらに中国から日本へも運航していたイギリスのP.
&O. 汽船会社やフランス郵船會杜なども、それまで放任されていた外国船乗船規則が厳しく履
行されると、これまでの日本国内のみを移動する乗船者が激減したのであった。事実、明治
19年に輪船招商局の汽船が日本へ来航するまで、この外国船乗船規則はほとんど適用されて
いなかった。そのことは、『時事新報』第1224号、明治19年3月16日付に、
外園船乗込規則 と稲するは明治九年三月十八日布告第三十号を以て制定ありし、至極
綿密なる法律なるが、近年英國又は佛穀の郵船が横濱の外、神戸• 長崎などへも寄港する
こととなりてより、日本人のこれに便船するものも餘程澤山なる様子なりしが、其際各開
港場の地方磨にて此人々に封し一々外國船乗込規則を賓行したるや否やは一向に其噂を聞
かざりし。然るに本年支那招商局の汽船が日本海を往復することとなりし以来、闊西地方
の開港場にて招商局の汽船に乗込む者に封し、厳密に此古き乗込規則を賓行するよしに
て、此事に付ては、其所此所に色々喧ましき議論もあるよし、至極尤もなることなり。併
し規則の存在する限りはこれを賞行したりとて何人の無調法にも腎すべからす。兎角議論
の多き法律は廃止するに益ことなかるばし。日本郵船會社にては従来上海の航路の外、近
日新に天津邊へも定期航海を始むるよしなるが、支那に「外國船乗込規則」のなきは同會
杜の仕合なり 51)。
との記事が掲載されていいることからも明らかで、輪船招商局の海定号、致遠号の日本来航ま
51) 『時事新報』第5巻-(1)、272頁。
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では、規則はあっても無き如くに扱われていた。それが、海定号、致遠号の来日で厳密に適用
され、日本人乗客の国内の移動に同船へ乗船する際の手続きの繁雑さを官憲が求めたのであっ
たことは明らかである。
それでは次に、これら日本の各紙に見られた輪船招商局の汽船の来日に関する記事とは異な
り、来日した同局の汽船が具体的にどのような積荷などを積載していたかを「清国商船沿海貿
易禁止一件」に収録された記録から見てみたい。
同書には、輪船招商局の汽船海定号及び致遠号の積荷が知られる。
貨物積附証
本月八日出帆
致遠琥 元憤金六拾皿也
〈木印 大櫃鼻指入戴個也
大坂瓦町四丁H 東京目
日納本店届
才
運賃金八拾
右之通正二積入運搬可仕居也
明治十九年二月三日
京橋謳南新堀二丁目
清圃汽船取扱人 田中萬助I東京田中回漕店之印l
二月十二日郵船會社ヨリ持受
ー海定琥
一月十七日前八時神戸へ向ケ横濱出帆
貨物爪千•九拾四個
内繹
東同泰出昆布取合 千個
東京〈萬〉本店出函入醤油 五百函
八拾七番出函入瀬戸物 戴百函
出術主木分明扇子入 四十四個
同 番ノ宵 三百五十個
船客弐拾九人
上海行
同
同
同
同
メ一致遠琥
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一月三十一日神戸向ケ横濱出帆
貨物壱個モナシ
船客弐拾五人
メ
一致遠琥
二月五日神戸ヨリ横濱入港
貨物弐千弐百八拾個 横濱揚ケ
内謁
銑鉄 五拾屯
吉回叩ロ 壱個
同 壱個
同 四個
牛 六頭
牛肉 弐拾弐個
牛皮 四拾個
蜜柑 拾五個
酒 戴百個
同 百拾六個
同 百個
瓶入酒 八拾弐個
ホヤ 壱個
空瓶 戸個
釘 戴拾八個
米 戴百戴拾個
酒 拾六個
同 四拾個
米 訊百五拾個
同 百個
同 七拾五個
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酒 八拾個
同 六拾個
銅 戴個
砥石 三拾個
油 拾五個
同 拾個
石 百六拾戴個
糠 五拾個
同 八拾四個
同 百五拾個
竹ノ皮 拾三個
線香 三個
同 五個
大ォホ、 三個
薬品 七個
同 八個
同 拾個
商品 三個
炭ノ粉 戴個
牛ノ蹄 五個
砥石 三拾四個
竹ノ皮 拾七個
同 拾五個
米 百戸拾六個
同 五拾戴個
見本品 四個
船客拾戴人
I 
一致遠琥
二月九日神戸向ケ横濱出帆
貨物戴千六百九拾弐個
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内 繹
板昆布 六拾六個 東同泰出 上海揚
同 戴百四拾八個 同 同
同 已百四拾竺個 同 同
人参 四箱 同 同
狐毛皮 壱函 同 同
煎海鼠 戸拾壱函 同 同
干飽 六函 同 同
椎茸 七函 同 同
煎海鼠 戴拾壱函 瑞徳出 同
同 拾戴函 同 同
刻昆布 戴百五拾五函 東同泰出 上海揚
同 百戴拾三個 同 同
同 百五函 同 同
同 百八拾壱函 協泰源出 同
同 四百三拾函 同 同
同 戴百三拾壱函 同 同
同 百五拾函 同 同
板昆布 三百六拾八函 東同泰出 同
同 拾九函 同 同
漆器 五函 永義和出 同
肝油 拾函 田中萬助出神戸揚
炭酸曹達拾四函 同 同
エンサンマクネシヤ 四函同 同
ケルムル壱函 同 同
ベルモット 拾函 同 同
取崩馬車入拾五函 同 同
鼻緒取合 戴函 同 同
杜丹皮 拾函 同 同
ホルト油 戴函 同 同
ホックホート屑 五俵 同 同
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鉄器
梱酒樽用
船客四人
メ
とある。この目録から、中国から日本へもたらされた多最な貨物は牛肉や米などであり、日本
四函
? ?
? ? ?
からは中国へ持帰られた多量な貨物は乾物海産物であったことがわかる。乾物海産物は、江戸
時代の長崎貿易で中国船が持帰ったものと同様な傾向が見られる52)。この中国への帰帆貨物
から見て、 1月14日付の『中外物憤新報』第1127号、『時事新報』第1072号が報じたように、
輪船招商局の汽船に北海道の海産物の輸送を行うと予告したことは決して不正確な情報ではな
かったことが知られる。
他方、海定号を運航した中国側の新聞の記事はどのようであったかを見てみたい。
上海の新聞『字林湿報』53)第1208琥、光緒十一年十一月二十五日、 1885年12月30日付の汽船
の出入記録に、「十一月二十八日出港船帳拝六海定輪船晩往長崎• 神戸 招商穂局」
とある。海定号が長崎から神戸を経て横浜に航行すると予告している。
さらに『字林湿報』第1210琥、光緒十一年十一月二十七日、 1886年 1月1日付、「十一月
三十日出港船碍拝ー海定輪船往長崎・神戸• 横濱 招商穂局」とあり、海定号が長崎
から神戸を経て横浜に航行すると予告している。
『字林渥報』第1213琥、光緒十一年十一月三十日、 1886年1月4日付は、「十一月三十日出
港船橙拝ー海定輪船往長崎•神戸• 横濱 招商穂局」とあり、海定号が長崎から神戸
を経て横浜に航行すると予告している。
『字林湿報』第1223琥、光緒十一年十二月初十日、 1886年 1月14日付は、「十二月十四日出
港船膿拝一致遠輪船晩往長崎• 神戸• 横濱 招商穂局」とあり、致遠号が長崎から神
戸を経て横浜に航行すると予告している。
そして、『字林湿報』第1227琥、光緒十一年十二月初四日、 1886年1月8日付には、「船往
日本」の記事を掲載している。
招商局往来北洋、輪船封河口、後頗多停蕨。前日派海定輪船専走東洋之長崎• 神戸• 横濱
等埠、翻繹官甘君日初、即随輪束往、聞横濱経理人。係素仕該虐之腐商靡浦採云。
とあり、輪船招商局の汽船が中国東北の渤海湾、とりわけ同湾に注ぐ河川の氷結等で航行が困
52) 松浦章『清代海外貿易史の研究』朋友書店、 2002年 1 月、 382~402頁。
53)関西大学図書館所蔵マイクロフイルム（番号： MF051531)による。
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難になり、停船している船を使って日本への航行を考えたとしている。
ついで『字林湿報』第1235琥、光緒十一年十二月二十二日、 1886年 1月26日付には、「十二
月二十一日入港船禍拝ー海定輪船由東洋 招商継局」とあり、海定号が日本から帰港
したことを掲載している。
この時期の海定号と致遠号の運航状況を『申報』から整理したのが、表554)である。
1886年輪船招商局海定、致遠号航行表表5
号数 年月日 中国暦 船名 船式 公司 入出港 航行地 月日
4573 1886.01 04 11 1. 30 海定 輪船 招商局 出港 長崎神戸横浜等埠 1. 1. 30 
4587 1886. 01. 18 1. 12. 14 致遠 輪船 招商局 出港 長崎神戸横浜 1. 12. 14 
4595 1886.01 26 1. 12. 22 海定 輪船 招商局 人港 東洋 1. 12. 22 
4613 1886.02.20 12 01 17 致遠 輪船 招商局 入港 東洋 12. 01. 17 
4616 1886.02.23 12.02.20 致遠 輪船 招商局 出港 長崎神戸横浜 12. 01. 20 
4626 1886.03.05 12 01. 30 海定 輪船 招商局 出港 天津 12. 01. 30 
4639 1886.03.18 12.02. 13 海定 輪船 招商局 入港 天津 12.02. 12 
4640 1886.03.19 12.02. 14 海定 輪船 招商局 出港 姻台天津 12.02 14 
4654 1886.04 02 12 02.28 海定 輪船 招商局 入港 天津 12.02.27 
4654 1886.04.02 12.02.28 致遠 輪船 招商局 入港 天津 12.02 27 
さらに "TheNorth-China Daily News" に掲載された船舶の上海港の出入表からも海定号、
致遠号の日本航行に関係する時期前後を整理してみたのが表5-2 55)である。
1886年輪船招商局Hae-ting(海定）、 Chi-yen(致遠）号航行表表5-2
号数 出人年月日 船名 船長 船式 屯数 会社名 積荷 航行地 出入港
6641 1886.01.05 Hae-ting Wells Str. 1099 C. N. S. N. Co. 雑貨 Japan 出港
6653 1886.01.19 Chi-yuen Lunt Str. 1211 C. N. S. N Co 雑貨 Japan 出港
6658 1886.01.25 Hae-ting Wells Str. 1099 C. N. S. N. Co. 一般 Nagasaki 入港
6678 1886.02.18 Chi-yuen Lunt Str. 1211 C N. S. N. Co. 一般 Japan 入港
6682 1886.02.24 Chi-yuen Lunt Str. 1211 C. N. S. N. Co. 雑貨 Japan 出港
6691 1886.03.07 Hae-ting Wells Str. 1099 C. NS. N. Co. 雑貨 Chefoo & Tientsin 出港
6700 1886 03 17 Hea-ting Wells Str. 1099 C. N. S. N. Co. 一般 Tientsin 入港
54)『申報』第28冊、上海書店、 1983年10月、 22、106、154、260、278、338、416、422、506頁。
55) 関西大学図書館所蔵のマイクロフィルムTheNorth-China Daily News 、 1886年 1~6 月（番号：
MF045927)による。
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6701 1886.03.17 Chi-yuen Lunt Str. 1211 C. N. S. N. Co. 一般 Nagasaki 入港
6703 1886.03.20 Hae-ting Paterson Str. 1099 C. N. S. N. Co. 雑貨 Chefoo & Tientsin 出港
6703 1886.03.21 Chi-yuen Lunt Str. 1211 C. N. S. N. Co. 貢米 Tientsin 出港
6713 1886.04.01 Hae-ting Paterson Str. 1099 C. N. S. N. Co. 一般 Tie tai 入港
6713 1886.04 01 Chi-yen Lunt Str. 1211 C. N. S. N. Co. バうスト Taku Bar 入港
この表5-2からの明かなようにHae-ting(海定）号は1,099トン、 Chi-yen(致遠）号は
1,211トンであった。同じく "The North-China Daily News" に掲載された船舶の上海港出入
記録から、同時期に、日本と上海との間を結んでいた日本郵船会杜の名古屋丸が1,096ト
ン56)、広島丸が1,158トン57)、横濱丸が1,298トン58)であった。
『神戸又新日報』第509号、明治19年 (1886) 1月26日に、
O致遠琥 兼て本紙上に記載せし如く清國招商局の汽船致遠号は、一昨日始めて長崎よ
り入港せしが、乗客は五名にて内二名は常港へ上陸、他の三名は横濱へ乗り越し、又搭載
し来りたる貨物は大豆、陶器、干魚等にて、内大豆井に干魚の二品丈け少々嘗港へ荷揚げ
し、昨日横濱へ向けて出帆したるか、同船は長さ五十三間、幅八間餘、速力は一時間に
十ーノット、三本マストにて、総トンは凡そ一千五百トンなりと云へは、先きに来着せし
同局海定琥よりは又一層堅牢壮大の汽船なり。
とあり、 1886年 1月24日に神戸に入港した致遠琥の乗客は 5名であり、搭載貨物は大豆や陶
器、干魚などで、その一部の貨物の大豆と干魚が神戸で荷下ろしされた。この致遠琥は全長が
53間で約95m、船幅が8間余で約15m、時速11ノット約20kで3本マストの約1,500トンであっ
たとし、致遠琥の方が海定琥より大型で在ったと報じられている。このことから、致遠琥は風
力をも活用する汽船で、海定琥より大型の汽船であったことがわかる。
4 小結
上述のように、清末に設立された中国の巨大汽船会社輪船招商局は、明治6年 (1873) に
は伊敦 (Aden) 号、明治10年 (1877) には大有 (Tahyew)号、明治15年 (1882) にば懐遠
(Hwaiyuen)号、そして明治19年 (1886) には 2隻の海定 (Hae-ting)号、致遠 (Chi-yen)
号を使用して日本への航行を試みたが、いずれも定期運航にはほど遠い断続的な航行であっこ
56) "The North-China Daily News" No.6683, 1st Jan. 1886, 1頁。
57) "The North-China Daily News" No.6683, 8th Jan. 1886, 1頁。
58) "The North-China Daily News" No.6683, 15th Jan. 1886, 1頁。
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とが知られる。さらに明治19年の海定号、致遠号の来航に際し見られたように、日本側の抵
抗にあい、想定していた運航状況には到らなかった。
明治19年の輪船招商局からの汽船の日本航行の終焉を、『神戸又新日報』第524号、明治19
年 (1886) 2月14日付の「致遠号に船客無し」として象徴的な記事を掲載した。また『東京
横濱毎日新聞』第4560号、明治19年2月17日付の「致遠琥に船客無し」59)もこの『神戸又新日報』
の記事を再録している。ここでは『神戸又新日報』の記事を掲げてみたい。
一雨日前同船が横濱より神戸へ入着せし時も一人の船客すら無かりしか（尤も長崎迄乗越
しの船客は四人ありし）。一昨日同船か常港より上海へ向け解舘せし時にも亦一人の船客
無かりし。去れは富港招商分局の人々は少々弱り入り居る由なれ共、今斯く同局の汽船に
船客の少なきー原因あり。コハ他にあらす已に此程の本紙上にも記せし如く、本縣にては
今般外國船乗組切符下渡手績を改正し、従来は常神戸厘役所にて取扱ひ、又畳夜何時にて
も取扱ひたるを、今後は本縣外務課にて取扱ひ、従て午前九時より午後三時迄、即ち開馳
中の外、一切取扱はさる事となりたれは、今船客か外國船に乗組まんにば恰かも海外に旅
行する時の手績と一般甚た繁雑なるのみならす、事に依れは右定時中に切符下渡を請ひ遂
け得さるの心配さへ無きにあらされは、仮令ひ船賃は少々廉債にても招商局の汽船に乗組
むは甚た面倒なり。寧内國船に搭するの簡略なるに如かすとて、技ては斯く近頃嘗港より
招商局の汽船に搭する者の少きことなるよし。……因みに日く、今般招商局の開航に付
ットン
き、其事務員として過般来我國に滞在せし清國人子荘と云ふ者は、一昨日の致遠琥にて一
先蹄圃せし由なるか、同人も餘り上元気にて蹄國せしにはあらさるよしに聞く。
とあるように、致遠号が日本沿海の航行に際しても日本人旅客を搭乗させ旅客運賃収入の増収
を計ろうとした計画は、日本側の抵抗にさいして頓挫した。その結果、日本に駐在員をおいて
日本との定期航路の開削を計っだ清国輪船招商局の計画は伸展しなかった。
長崎の『鎮西日報」第2215号、明治19年2月26日付の記事「致遠琥」には、
招商局汽船致遠弛は上海にて出港遅延したる末、去る二十四日午前三時抜錨したれば、遅
くも昨夜は常港へ入船せしならん。また義きに渡航せし醤港及び神戸の同局支配人横濱の
同局扱問屋某等も此度蹄航の筈なれば、業務上に多少の改革することあらんとのこと。
とあるように、定期運航を目指すには遅延、欠航は避けなければ乗客や搭載貨物は遠ざかるこ
とは確実であり、輪船招商局には運航の定期制を実行する点に峡陥があったであろう。さらに
『鎮西日報』第2229号、明治19年3月14日付の記事「致遠琥」には、
59)『複刻版横浜毎日新間』第45巻、 163頁。
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清國汽船致遠号は漸く昨日午前着港せしが、嘗港には神戸よりの船客一雨人を卸せしのみ
にて、一箇の貨物も積入れず、直ちに上海に向け抜錨せり。
とあり、致遠号の最後の離日となった航海には長崎での乗客の下船や、長崎の積込み貨物の皆
無など寂しい情景が述べられている。その意味でも上記の記事は、その終焉を象徴的に記述し
ていると言えるであろう。
その10日後の『神戸又新日報』第556号、明治19年3月24日付の「招商局航海を止む」は、
輪船招商局汽船の日本航路開設を中止する速報を掲載した。
已に世人も知る如く清國招商局にては過般束我沿岸に開航せしが、吾輩が確かに間く所に
拇れば同局は最早や此開航を止め、断然我港湾へ汽船を差廻ささる事となりしよし。右は
同園の白河航路に充つるが為めに、然るか何れ其邊の次第は確聞を持て読者に報する所あ
る可し。
とある。情報源が明確にされてはいないが、日本航路の断念の理由として北洋の解氷による航
路の繁忙によるためとされている。そして翌日の『神戸又新日報』第557号、明治19年3月25
日付には「招商局日本の開航を止む」として長文の論説を掲載した。
昨日の神戸又新日報を閲読したるの諸君は已に能く知るならん清屈招商局は我沿岸の開航
を止め、最早や其汽船を我港湾へ差廻はささる事となりしと、此一報は吾輩か或確かなる
所に就て清固上海より長崎の或方へ右の義を電報し来りしを更らに1専聞せし虞のものなれ
は、又疑ふ可からさるの事実なりと断言するも決して差支へ無きを｛言するものなり。蓋し
彼れ清勲招商局か其汽船を我海岸に廻航し来りしは、官に去る一月中旬の事にして、富神
戸よりは同月十二日同局海定号の横濱に向ひたるを以て初航とす。始め此事の起るや世上
種種の説を放つ者あり。……今回招商局が日本の海岸より其汽船を差戻せしは最早や永久
日本の海岸に航海を試みざるの見込なる乎。将た白河已に解氷したるが故に、一旦其汽船
を差戻せしならば、本年末に至り白河結氷の期に至らば、再び日本海に航海を開くの必要
なる乎。将又招商局は一時或は其汽船を引戻せしも賓は退て大に準備を整へ再ひ我海岸に
航海を開くにあらさる乎。此邊の間題は吾輩の今日に研究し置かさる可からさる所なり。
と論述するように、輪船招商局の日本への航路開設から撤退をしたものの、その撤退が一時的
であるのか、半永久的なものか、白河の結氷期に再度日本へ現れるのか、別の壮大な目的のた
めの一時的撤退であるのかなどの疑問が提示されていた。
輪船招商局の汽船の撤退は、日本の関係者にとって、一時的には安堵したものの、撤退の理
由が不明であったため戦々恐々としたものであった。しかし、明治19年1月から 3ヶ月余の
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間は、大帝国清国の汽船会社である輪船招商局の日本への進出の問題は、日本の海運関係者の
みならず外務省官僚にも大いに裳撼させたのは歴然である。
そして『神戸又新日報』第575号、明治19年4月16日付の記事である「招商局」は、
清駁招商局にては先比束我楔への同社の汽船の航海を止め居る由は、已に本紙上に記せし
か、兼て営港なる同社に雇はれ居る日本人二名は此程長崎へ赴き事宜に依りては清國上海
へも渡るの都合なるか、右は外國船にして本邦の各港を航海する時は、其取扱向き甚た手
数を要するに付き以来、同社の汽船を日本船の名前に切り替え再び航海を開くが為の用向
きなりとか云ふの噂さあり。
とあり、輪船招商局の日本からの撤退は短期的なものでは無く、長期的であることを示唆する
記事を掲載している。
日本の沿海航路での汽船運航に際し日本側の抵抗にあった輪船招商局は、日本航路の継続運
航からの撤退を余儀なくされたのであった。その経緯を伝える資料が外務省外交史料館に残さ
れた「清国商船沿海貿易禁止一件」である。（文学部・教授）
【附記】本稿は、平成17年度私立大学学術高度化推進事業学術フロンティア事業「東アジアに
おける文化情報の発信と受容」（代表：関西大学アジア文化交流研究センター長•松浦章）の
成果の一部である。
本稿において使用した "TheJapan Weekly Mail"は横浜開港資料館所蔵の影印本によった。
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『神戸又新B報』掲載
「i青国輪船招廂局汽船」広告
?? ?? ?? ??
① 『神戸又新日報』第496号（明治19年1月10日）広告
② 『神戸又新日報』第511号（明治19年1月28日）広告
③ 『神戸又新日報』第534号（明治19年2月26日）広告
（注：写真中の 2月8日は原文のまま）
④ 『神戸又新日報』第536号（明治19年2月28日）広告
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『鎖西B報」掲載
「消国輪船招商局汽船」広告
長崎『鎖西日報』第2183号（明治19年1月17日）～第2189号 (1月23日）掲載広告
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国営招尚局の営業域
（『交通月刊』第一巻第四期、 1947年10月28日発行、表紙裏面広告による）
